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多
摩
地
域　

市
・
４
町
村
と
伊
豆

２６

・
小
笠
原
諸
島
の
９
町
村
は
、
喫
煙

マ
ナ
ー
の
普
及
・
向
上
に
よ
り
、
歩

き
た
ば
こ
や
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
を

防
止
し
、
た
ば
こ
を
吸
う
人
と
吸
わ

な
い
人
の
共
存
を
目
指
し
、
市
民
、

事
業
者
と
連
携
・
協
力
し
て
喫
煙
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
す
。

小
田
急
カ
リ
ヨ
ン
広
場
ほ
か

○
日
時　

４
月　

日
（
日
）
午
前　

時

１８

１０

　

分
〜
午
後
０
時　

分

３０

３０

○
内
容　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
、
啓
発
物
の
配
布
、
清
掃
活
動
な
ど

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
成
瀬
駅
周
辺

○
日
時　

４
月　

日
（
火
）
午
後
３
時

２０

　

分
〜
５
時

３０○
内
容　

啓
発
物
の
配
布
、
清
掃
活
動

な
ど

小
田
急
線
鶴
川
駅
周
辺

○
日
時　

４
月　

日
（
水
）
午
後
３
時

２１

　

分
〜
５
時

３０○
内
容　

啓
発
物
の
配
布
、
清
掃
活
動

な
ど

東
京
自
治
会
館
（
府
中
市
新
町
２－

　
７７

－

１
）

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

府
中
駅
周
辺

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

　

多
摩　

市
及
び
東
京　

区
で
は
、
１

２６

２３

９
９
７
年
頃
か
ら
環
境
美
化
の
促
進
や

良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
を
目
的
に
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
空
き
缶
等
ご
み
の

ポ
イ
捨
て
禁
止
を
中
心
と
し
た
条
例
に

よ
る
迷
惑
喫
煙
へ
の
規
制
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

各
市
・
区
の
取
り
組
み
状
況
を
み
る

と
、
昼
間
人
口
と
夜
間
人
口
と
の
格

差
、
買
い
物
客
や
観
光
客
に
よ
る
集
客

力
な
ど
の
違
い
か
ら
、
迷
惑
喫
煙
の
被

害
や
危
険
性
に
対
す
る
市
民
、
事
業

者
、
行
政
の
問
題
意
識
が
異
な
る
こ
と

に
よ
り
、
対
応
に
差
が
出
て
い
ま
す
。

　

多
摩　

市
で
罰
則
を
規
定
し
て
い
る

２６

の
は
、
歩
き
た
ば
こ
が
１
市
、
吸
い
殻

の
ポ
イ
捨
て
が
７
市
で
す
。　

区
で

２３

は
、
罰
則
を
規
定
し
て
い
る
の
が
歩
き

た
ば
こ
が
３
区
、
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て

が　

区
で
す
。

１９

　

町
田
市
で
は
、
１
９
９
９
年
４
月
か

ら
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
（
罰
則
あ

り
）
条
例
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
歩
き
た

ば
こ
の
自
粛
も
条
例
で
施
行
し
て
い
ま

す
。

　

２
０
０
３
年
５
月
に
は
、
健
康
増
進

法
が
施
行
さ
れ
、
建
物
内
や
駅
の
ホ
ー

ム
な
ど
で
の
禁
煙
も
進
ん
で
い
ま
す
。

市
で
も
、
駅
前
や
繁
華
街
な
ど
人
込
み

で
の
歩
き
た
ば
こ
の
自
粛
を
お
願
い
し

喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
の
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
５
月
か
ら
の
歩
行
喫
煙
自
粛
の

お
願
い
で
は
、
呼
び
か
け
た
う
ち
の
約

２
割
の
方
が
無
視
さ
れ
る
な
ど
理
解
や

協
力
が
得
ら
れ
な
い
結
果
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
半
年
ほ
ど
の
間
に
呼
び
か

け
に
非
協
力
の
方
の
割
合
が
半
減
し
、

１
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歩
き
た
ば
こ
は
や
け
ど
や
衣
服
の
焼

け
焦
が
し
な
ど
危
険
な
だ
け
で
な
く
、

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
に
は
迷
惑
・
煙

害
で
も
あ
り
ま
す
。
た
ば
こ
を
吸
う

人
、
吸
わ
な
い
人
の
共
存
を
目
指
し

て
、
喫
煙
マ
ナ
ー
の
向
上
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

ご
み
減
量
課
11
７
９
７
・
０
５
３
０

　

４
月
１
日
付
け
で
、
教
育
委
員
に
富

川
快
雄
氏
（
昭
和　

年
生
ま
れ
、　

１０

６９

歳
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４

年
で
す
。

　

市
で
は
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
配
偶
者

に
よ
る
暴
力
や
児
童
虐
待
の
被
害
者
を

支
援
す
る
た
め
、
住
民
基
本
台
帳
の
不

当
な
利
用
を
拒
否
で
き
る
要
綱
を
定
め

４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

　

要
綱
で
は
、
支
援
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
支
援
希
望
者
は
、
ス
ト
ー
カ
ー

規
制
法
等
に
基
づ
き
、
警
察
署
等
へ
の

被
害
届
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

前
提
に
し
て
、
市
に
「
支
援
申
出
書
」

を
提
出
。
市
は
警
察
署
等
と
連
携
し

て
、
申
し
出
が
相
当
で
あ
る
と
き
は
、

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
交
付
に
関
し
て

請
求
理
由
を
厳
格
に
審
査
す
る
ほ
か
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
を
し
た
も
の
が
こ

れ
ら
証
明
書
の
交
付
や
閲
覧
を
求
め
た

場
合
に
、
請
求
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
規
定
し
ま
し
た
。

□問
 

市
民
課
11
７
２
４
・
２
８
６
４

ストーカー行為、配偶者
による暴力や児童虐待の
被害者保護のため、住民
票の写し・閲覧を拒否で
きる要綱を制定しました�
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国
の
第
５
次
首
都
圏
基
本
計
画
に
お

い
て
、
町
田
市
と
相
模
原
市
を
中
心
と

す
る
地
域
は
「
広
域
連
携
拠
点
」
と
し

て
育
成
・
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

両
市
は
業
務
核
都
市
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
東
京

都
と
神
奈
川
県
が
共
同
で
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
た
「
町
田
・
相
模
原
業
務
核

都
市
基
本
構
想
」
が
、
３
月　

日
に
国

３０

土
交
通
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
主
務
大

臣
の
同
意
を
得
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ

の
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
新
し
い
都
市

・
生
活
価
値
を
創
造
し
、
快
適
で
豊
か

な
生
活
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
関
係
機

関
と
と
も
に
業
務
核
都
市
と
し
て
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

基
本
構
想
は
、
都
民
情
報
ル
ー
ム

（
都
庁
第
一
本
庁
舎
３
階
北
側
）
、
東

京
都
都
市
整
備
局
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
室
（
都
庁
第
二
本
庁
舎　

階
中

２１

央
）
、
町
田
市
立
図
書
館
、
市
政
情
報

や
ま
び
こ
、
町
田
市
企
画
調
整
課
で
閲

覧
で
き
る
ほ
か
、
東
京
都
都
市
整
備
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w

.to
s
h
is
e
ib
i.m
e
tr
o
.to
k
y
o
.jp

/

）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

□問
 

東
京
都
都
市
整
備
局
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
室
11　

・
５
３
８
８
・
３
２

０３

４
７
、
ま
た
は
町
田
市
企
画
調
整
課
11

７
２
４
・
２
１
０
３

が 同 意 さ れ ま し た �

町田・相模原
業務核都市�
　　基本構想�

　

市
で
は
、
２
０
０
２
年　

月
、
市
長

１２

の
付
属
機
関
と
し
て
、
学
識
経
験
者
、

公
募
市
民
等
の　

人
で
構
成
す
る
「
町

１９

問
題
特
集
号
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

□問
 

企
画
調
整
課
新
庁
舎
担
当
11
７
２
４

・
２
１
０
３

多

摩　

市

と

２６

東

京　

区

の

２３

取

組

状

況

中
央
会
場　

４
月　

日（
土
）

１７

町
田
会
場

教
育
委
員
に

富
川
快
雄
氏

常
勤
監
査
委
員
に

今
村　

了
氏

市
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に

伊
藤
泰
人
氏

川
畑
一
隆
氏

　

選
挙
管
理
委
員
に
渡
邊
重
男
氏
、
盛

永
勝
也
氏
、
鈴
木
覺
氏
、
柚
木
主
則
氏

が
選
出
さ
れ
、
３
月　

日
付
け
で
就
任

２８

し
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。な
お
、

３
月　

日
に
開
催
さ
れ
た
選
挙
管
理
委

２８

員
会
で
、
委
員
長
に
柚
木
主
則
氏
、
同

職
務
代
理
者
に
盛
永
勝
也
氏
が
選
出
さ

れ
、
同
日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
付
け
で
、
常
勤
監
査
委
員

に
今
村
了
氏
（
昭
和
９
年
生
ま
れ
、　
６９

歳
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
４
年

で
す
。
今
村
氏
は
公
認
会
計
士
で
す
。

ま
た
、
同
日
付
け
で
、
市
議
会
選
出
の

監
査
委
員
に
伊
藤
泰
人
氏
、
川
畑
一
隆

氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
議
員
任

期
中
（
平
成　

年
３
月
８
日
ま
で
）
で

１８

す
。選

挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に

柚
木
主
則
氏

選
挙
管
理
委
員
に

渡
邊
重
男
氏

盛
永
勝
也
氏

鈴
木　

覺
氏

田
市
庁
舎
問
題
検
討
委
員

会
」
（
委
員
長
高
見
澤
邦
郎

東
京
都
立
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
教
授
）
を
条
例
に
基

づ
い
て
設
置
し
、
庁
舎
建
設

の
基
本
的
方
向
に
つ
い
て
諮

問
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
全　

回
開
催
さ

１７

れ
、
こ
の
ほ
ど
報
告
書
が
市

長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
（
＝

写
真
）
。

　

報
告
書
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
本
日
の
広
報
に
折
り
込

ま
れ
て
い
る
第
２
部
「
庁
舎

1

1

1

1

1

1
1

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

111

1

1
1

1

1

1
1

1

1

1

1
1

1

1
1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
1

1



（２） ２００４．４．１１

に
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
中
学
校
の
生
徒

に
つ
い
て
も
給
食
を
実
施
し
て
欲
し
い

と
い
う
根
強
い
保
護
者
か
ら
の
要
望
に

対
し
て
、
今
ま
で
、
廃
校
に
な
っ
た
小

学
校
の
給
食
室
を
再
利
用
す
る
方
法
、

あ
る
い
は
市
内
に
１
箇
所
セ
ン
タ
ー
を

新
設
す
る
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
調
理
施
設
の
能
力
の

問
題
、
市
の
財
政
事
情
な
ど
か
ら
、
新

た
な
方
法
と
し
て
、
民
間
委
託
に
よ
る

「
弁
当
併
用
外
注
給
食
方
式
」
を
採
用

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

○
目
的　

学
校
給
食
法
に
基
づ
い
て
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
健
康
増
進

を
図
り
、
併
せ
て
正
し
い
食
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
ま
す
。

○
方
式　

従
来
ど
お
り
家
庭
か
ら
の
弁

当
持
参
に
す
る
か
、
調
理
業
者
が
調
理

し
学
校
に
配
送
す
る
主
食
、
副
食
を
別

々
の
容
器
に
盛
り
付
け
た
ラ
ン
チ
ボ
ッ

ク
ス
に
よ
る
給
食
に
す
る
か
を
選
択
し

て
い
た
だ
き
ま
す
（
弁
当
併
用
外
注
給

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
１
月
に

学
校
長
、
父
母
代
表
、
学
識
経
験
者
等

で
構
成
さ
れ
る
「
第
９
期
町
田
市
学
校

給
食
問
題
協
議
会
」
（
会
長　

小
川
裕

子
氏
）
を
設
置
し
、
教
育
委
員
会
で
策

定
し
た
「
町
田
市
立
中
学
校
給
食
実
施

計
画
」
に
つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
食
の
安
全
性
、
給
食

の
方
式
な
ど
実
施
計
画
全
般
に
わ
た
り

意
見
交
換
、
討
議
が
な
さ
れ
、
こ
の

度
、
教
育
委
員
会
に
対
す
る
要
望
事
項

を
盛
り
込
ん
だ
上
で
、
「
実
施
計
画
に

基
づ
き
実
施
す
る
よ
う
に
」
と
教
育
長

実
施
計
画
策
定
ま
で
の
経
緯

千円表１　医療給付費
１６年度見込１５年度見込１４年度（１１か月分）１３年度１２年度
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１６年度見込１５年度見込１４年度１３年度１２年度
１，８５６，３６３１，５１５，８５０１，２９０，８７５１，２１２，１１１１，０３７，２９７

千円表３　国民健康保険事業への一般会計からの繰入金
１６年度見込１５年度見込１４年度１３年度１２年度
３，３５６，０３２３，１１４，７６２２，５２７，１９０３，３４９，３９６２，７００，０００

「「町町田田市市立立中中学学校校
給給食食実実施施計計画画」」

ににつついいてて答答申申ががあありりままししたた

食
方
式
）
。　

○
年
次
計
画　

２
０
０
５
年
度
か
ら

２
０
０
９
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
武
蔵

岡
中
を
除
く　

校
で
実
施
し
ま
す
。

１９

２
０
０
５
年
度
は
３
校
、
以
降
各
年
度

４
校
ず
つ
実
施
し
て
い
き
ま
す
。　

○
献
立　

教
育
委
員
会
の
栄
養
士
が
月

単
位
で
作
成
し
ま
す
。
「
栄
養
所
要

量
」
に
つ
い
て
は
、
都
の
基
準
を
基

に
、
「
食
品
構
成
」
に
つ
い
て
も
都
の

基
準
を
参
考
に
し
て
作
成
し
ま
す
。

◯
食
材　

調
理
業
者
が
使
用
す
る
食
材

に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
遺
伝
子
組
み

換
え
食
品
を
避
け
る
な
ど
基
準
を
設
け

守
っ
て
い
き
ま
す
。

◯
衛
生
面　

調
理
業
者
の
施
設
に
つ
い

て
は
、
衛
生
管
理
の
基
準
を
設
け
徹
底

し
て
い
き
ま
す
。

○
給
食
の
申
し
込
み　

事
前
に
生
徒
、

保
護
者
に
献
立
表
を
配
付
し
、
月
単
位

で
学
校
を
通
し
て
申
し
込
み
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
保
護
者
の
方
に

は
給
食
費
と
し
て
食
材
費
相
当
分
を
ご

負
担
い
た
だ
き
ま
す
。　

※
教
育
委
員
会
で
は
、
調
理
、
配
送
の

業
者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
改
め
て

広
報
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

□問
 

学
務
課
11
７
２
４
・
２
１
７
７

小小田田急急線線町町田田駅駅改改札札内内にに
トトイイレレがが新新設設さされれままししたた
車いす、オストメイト、子育て設備に配慮しまし車いす、オストメイト、子育て設備に配慮しましたた

　小田急線町田駅改札内のトイレが完成
し、３月２０日から利用を開始しました。
町田駅は、新宿駅に次いで乗降客（１日
約２８万人）が多く、改札内のトイレ整備
が望まれていました。
　このトイレには、オストメイト（＝注
１参照）対応の多目的トイレ（車いす対
応型）を男女別に設置するとともに、オ
ムツ替えシートや乳児を座らせるベビーチェアを設けていま
す。工事は、小田急電鉄が鉄道駅バリアフリー化事業として実
施しました。２０００年度のエレベーター整備と同様に、整備の一
部に市と都が補助を行っています。なお、東口改札の外にある

トイレは存続されます。

真真
光光
寺寺
市市
営営
住住
宅宅
のの

入入
居居
がが
始始
まま
りり
まま
しし
たた

　

昨
年
９
月
に
募
集
し
た
真
光
寺
市
営

住
宅
（
真
光
寺
２
丁
目　

番
１
）
の
入

１８

居
が
４
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
市
営
住
宅
は
、
北
東
側
が
川
崎
市

に
隣
接
し
市
境
沿
い
に
尾
根
道
が
あ

り
、
北
西
側
に
は
前
面
道
路
を
挟
ん
で

戸
建
て
住
宅
が
建
っ
て
い
ま
す
。
全
体

の
構
成
は
１
号
棟　

世
帯
、
２
号
棟　

３０

３０

世
帯
、
３
号
棟　

世
帯
（
２
Ｄ
Ｋ　

世

４０

５０

帯
、
３
Ｄ
Ｋ　

世
帯
）
と
集
会
所
棟
と

５０

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
「
全
て
の
人
の

た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」
の
考
え
方
を
導
入

し
、
集
会
所
棟
は
市
営
住
宅
で
初
め
て

の
屋
上
緑
化
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
入
居
募
集
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

□問
 

住
宅
課
11
７
２
４
・
１
１
３
０

　

若
者
た
ち
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
企

画
・
運
営
す
る
成
人
式
の
新
し
い
カ
タ

チ
「
二
十
祭
ま
ち
だ
」
が
、
「
第
４
回

成
人
式
大
賞
２
０
０
４
」
（
新
成
人
式

研
究
会
主
催
、
文
部
科
学
省
後
援
）
の

審
査
委
員
会
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

昨
年
度
の
「
二
十
祭
ま
ち
だ
」
は
ス

ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、
「
サ

ッ
カ
ー
の
ま
ち
、
町
田
」
展
、
こ
だ
わ

り
市
場
、
フ
ッ
ト
サ
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
番
組
制
作
な
ど
を
企
画
・
運
営

し
、
成
人
式
当
日
は
、
町
田
市
出
身
の

元
日
本
代
表
サ
ッ
カ
ー
選
手
北
澤
豪
さ

ん
か
ら
熱
い
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
、
新
成

人
は
、
自
分
た
ち
の
主
張
を
音
楽
に
乗

せ
て
披
露
し
ま
し
た
。

　

３
月　

日
に
実
行
委
員
の
若
者
た
ち

１９

が
寺
田
市
長
に
受
賞
の
報
告
を
し
、
次

回
に
向
け
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

市
の
国
民
健
康
保
険
は
約
７
万
５
千

世
帯
、
約　

万
人
の
方
の
健
康
保
持
・

１４

増
進
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
財
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
急
速
に
進
む
高
齢
化

に
伴
う
医
療
給
付
費
の
増
加
や
、
長
引

く
景
気
低
迷
に
よ
る
税
収
へ
の
影
響
な

ど
で
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
分
と
、

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
に
負
担
し
て

４０

６５

い
た
だ
い
て
い
る
介
護
分
が
あ
り
ま

す
。
医
療
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
８
年

に
現
行
税
率
等
に
改
定
し
て
以
来
、
税

率
等
の
改
定
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

介
護
分
は
、
国
へ
支
払
わ
れ
る
介
護
納

付
金
の
額
に
伴
っ
て
毎
年
税
率
等
を
改

定
し
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
国
民
健
康
保
険
の
運
営
は
、

保
険
税
、
国
庫
負
担
金
等
に
よ
り
賄
う

実
施
計
画
の
主
な
内
容

「 
二  
十  
祭 
ま
ち
だ
」を

に 

じ
ゅ
っ 
さ
い

一
緒
に 
創 
ろ
う
！

つ
く

　

今
年
度
の
「
二
十
祭
ま
ち
だ
」
の
実

行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
新
成
人

が
主
役
の
楽
し
く
思
い
出
に
残
る
成
人

式
を
一
緒
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
ま
せ
ん

か
。

○
対
象　

「
二
十
祭
ま
ち
だ
」
に
関
心

の
あ
る
、
原
則
と
し
て　

〜　

歳
の
方

１８

２２

□問
 

社
会
教
育
課
11
７
２
４
・
２
７
５
６

様々な機能が整備されました

新
設
さ
れ
た
ト
イ
レ

新設された真光寺市営住宅

屋上緑化された集会所棟

べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
実

に
は
、
医
療
給
付
費
、
介
護
納
付
金
の

増
加
に
伴
い
、
相
当
額
を
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
を
受
け
て
い
る
の
が
現
状

で
す
（
表
１
、
２
、
３
参
照
）
。

　

町
田
市
で
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
是
正
し
、
国
民
健
康
保
険
財
政
を

健
全
で
安
定
し
た
も
の
に
す
る
た
め
、

平
成　

年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
か
ら

１６

表
４
の
と
お
り
税
率
等
を
改
定
し
ま
す

の
で
ご
理
解
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

□問
 

国
保
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１
２
４

報告に訪れた実行委員の皆さん

昨年度の「二十祭まちだ」のステージ

国
民
健
康
保
険
税
率
等
の

国
民
健
康
保
険
税
率
等
の

改
定
に
つ
い
て

改
定
に
つ
い
て

幅幅広広いい参参加加型型のの成成人人式式

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
に じゅっ さい

成人式大賞審査委員会特別賞
を受賞しました

表４　国民健康保険税率等
介護分医療分

改定後
（平成１６年度）

改定前
（平成１５年度）

改定後
（平成１６年度）

改定前
（平成１５年度）

０．９９％０．９５%５．００％４．８５％所得割額
７，２００円６，６００円２３，４００円２２，２００円均等割額（１人当たり）
変更無し２，７００円変更無し１２，０００円平等割額（１世帯当たり）
変更無し８０，０００円変更無し５３０，０００円限度額（１世帯当たり）

国民健康保険税の計算の仕方
　例　　３人世帯の場合   
　　　　８０歳の母　　　平成１５年の総所得額　　１，０００，０００円
　　　　５０歳の世帯主　平成１５年の総所得額　　１，２００，０００円
　　　　４５歳の妻　　　平成１５年の総所得額　　　　　　０円
　医療分   
　　母親の所得割額（Ａ）（１，０００，０００円－基礎控除３３０，０００円）×０．０５＝３３，５００円
　　世帯主の所得割額（Ｂ）（１，２００，０００円－基礎控除３３０，０００円）×０．０５＝４３，５００円
　　妻の所得割額　　　　なし
　　均等割額（Ｃ）　　　　　　　 ２３，４００円×３人＝７０，２００円
　　平等割額（Ｄ）　　　　　　　　　　　　　　　 １２，０００円
　　医療分年税額　　　　　　　Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１５９，２００円
　介護分    
　　世帯主の所得割額（Ｅ）（１，２００，０００円－基礎控除３３０，０００円）×０．００９９＝８，６１３円
　　妻の所得割額　　　　なし  
　　均等割額（Ｆ）　　　　　　　　７，２００円×２人＝１４，４００円
　　平等割額（Ｇ）　　　　　　　　　　　　　　　　２，７００円
　　介護分年税額　　　　 Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＝２５，７１３円＝２５，７００円
　平成１６年度国民健康保険税　　　　　　　１８４，９００円（１５９，２００円＋２５，７００円）
※国民健康保険税の控除は、所得税や市都民税に適用されている扶養控除や医療
費控除などの各種控除は適用されず、基礎控除（３３万円）の適用だけとなります。

注１　病気等による人工肛門・人
工膀胱保有者をオストメイトと
呼びます。全国で２０万人以上の
方がおられます。

　補助事業についてのお問い
合わせは福祉総務課（11７２４・
２１３３6７２４・１１８７）へ。



２００４．４．１１ （３）

町田市廃棄物減量等推進審議会から
「ごみの有料化」について答申されました
町田市廃棄物減量等推進審議会から
「ごみの有料化」について答申されました

１１..
有有
料
化
の
背
景
と
必
要
性

料
化
の
背
景
と
必
要
性

○
ご
み
排
出
量
の
総
量
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。

○
１
人
当
た
り
の
家
庭
ご
み
・
資
源
総

排
出
量
は
こ
こ
数
年
減
少
し
て
い
た

が
、
２
０
０
２
年
度
に
お
い
て
は
増
加

に
転
じ
て
い
る
。

○
２
０
０
０
年
度
ま
で
は
資
源
化
率
を

伸
ば
し
て
き
た
が
、
こ
こ
２
年
間
は
低

下
し
て
い
る
。

○
最
終
処
分
先
を
市
外
（
日
の
出
町
の

三
多
摩
地
域
廃
棄
物
広
域
処
分
場
）
に

依
存
し
て
い
る
が
、
そ
の
残
余
年
数
が

限
ら
れ
て
い
る
上
に
、
新
た
な
最
終
処

分
場
の
整
備
も
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　

市
で
は
、
昨
年
６
月
に
「
家
庭
ご
み
等
の
費
用
負
担
の
あ
り
方
（
ご
み
の
有

料
化
）
」
に
つ
い
て
学
識
経
験
者
、
事
業
者
、
市
民
等
で
構
成
す
る
「
町
田
市

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
」
（
会
長　

山
谷
修
作　

東
洋
大
学
経
済
学
部
教

授
）
に
諮
問
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は　

回
の
会
議
と
有
料
化
実
施
市
へ
の
視
察
、市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

１３

査
、市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、市
民
か
ら
の
意
見
募
集
を
行
い
議
論
を
重
ね
、３
月　

日
３１

に
市
長
に
答
申
し
ま
し
た
の
で（
＝
写
真
）そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
答
申
書
は
ご
み
減
量
課
、
市
政
情
報
や
ま
び
こ
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
町

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

（
１
）町
田
市
の
ご
み
処
理
の
現
状

（
２
）ご
み
減
量
の
手
段
と
し
て
の

　
　

有
料
化
の
必
要
性

　

市
に
お
い
て
は
従
来
よ
り
資
源
の
分

別
収
集
、
分
別
の
徹
底
や
減
量
化
へ
の

呼
び
か
け
等
各
種
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
ご
み
排
出

量
は
増
加
に
、
資
源
化
率
は
低
下
に
転

じ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
力
な

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

の
た
め
に
は
、
ご
み
に
対
す
る
市
民
意

識
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
従
来
の

手
法
よ
り
も
強
力
に
意
識
改
革
を
促
進

で
き
る
取
り
組
み
と
し
て
「
ご
み
の
有

料
化
」
の
導
入
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

ご
み
の
有
料
化
と
は
、
排
出
量
に
応

じ
た
ご
み
処
理
手
数
料
を
徴
収
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル

へ
の
意
識
を
高
め
、
ご
み
の
発
生
抑
制

を
図
ろ
う
と
い
う
手
法
で
あ
り
、
実
施

自
治
体
の
例
を
み
る
と
、
そ
の
効
果
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

町
田
市
に
お
い
て
も
、
ご
み
処
理
を

取
り
巻
く
厳
し
い
情
勢
を
踏
ま
え
、
市

民
の
意
識
改
革
、
ご
み
減
量
化
・
資
源

化
の
強
力
な
推
進
、
公
平
な
負
担
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
目
的
と
し
て
、
有
料
化

を
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
た

だ
し
、
そ
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
た
め

に
は
、
適
切
な
制
度
設
計
と
運
用
が
不

可
欠
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
次
の

よ
う
な
制
度
内
容
に
基
づ
き
有
料
化
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

２２..
有有
料
化
の
制
度
内
容
の
あ
り
方

料
化
の
制
度
内
容
の
あ
り
方

（
１
）有
料
化
の
対
象
範
囲

《
収
集
対
象
物
》

　

家
庭
ご
み
の
う
ち
「
可
燃
ご
み
」

「
不
燃
ご
み
」
に
つ
い
て
は
、
有
料
化

の
対
象
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

「
資
源
」
及
び
「
有
害
ご
み
」
に
つ
い

て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
や
分
別
徹
底

の
観
点
か
ら
、
従
来
ど
お
り
無
料
と
す

る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

　

ま
た
、
事
業
系
ご
み
に
つ
い
て
は
、

法
律
上
事
業
者
の
責
任
で
処
理
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
自
主
的
に
回
収
ル

ー
ト
を
設
定
し
費
用
を
負
担
す
べ
き
で

あ
る
が
、
少
量
排
出
事
業
所
に
つ
い
て

は
一
定
量
の
限
度
を
設
け
て
市
が
収
集

・
処
理
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
場
合
は
「
可
燃
ご
み
」
と
「
不
燃
ご

み
」を
有
料
化
の
対
象
と
し
、処
理
業
者

に
よ
る
収
集
を
行
っ
て
い
る
一
般
の
事

業
所
と
不
公
平
を
生
じ
な
い
よ
う
な
料

金
設
定
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

《
減
免
措
置
》

　

生
活
保
護
受
給
世
帯
等
の
社
会
的
弱

者
に
と
っ
て
過
度
な
負
担
増
と
な
ら
な

い
よ
う
、
ま
た
、
環
境
美
化
等
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
制
約
と
な
ら
な
い
よ

う
、減
免
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

（
２
）収
集
方
法
等

《
収
集
方
法
》

　

現
在
の
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
」は
、

「
排
出
者
を
特
定
し
づ
ら
く
、
違
反
者

に
対
す
る
指
導
を
行
う
こ
と
が
困
難
」

「
当
該
地
域
以
外
か
ら
の
持
ち
込
み

（
不
法
投
棄
）」と
い
っ
た
課
題
が
あ
る

た
め
、
排
出
者
の
責
任
を
明
確
化
し
、

有
料
化
と
併
せ
て
ご
み
減
量
効
果
を
よ

り
一
層
高
め
る
た
め
に
「
可
燃
ご
み
」

「
不
燃
ご
み
」
に
つ
い
て
は
「
戸
別
収

集
方
式
」
へ
の
変
更
が
適
当
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
場
合
は
収
集
作
業
の
効

率
化
を
図
り
、
可
能
な
限
り
コ
ス
ト
増

加
を
抑
制
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
「
資
源
」
及
び
「
有
害
ご
み
」

に
つ
い
て
は
、
収
集
コ
ス
ト
・
作
業
量

等
の
課
題
を
整
理
し
た
上
で
望
ま
し
い

収
集
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う

こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
集
合
住
宅
に
つ
い
て
は

「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
」
に
よ
ら
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
か
ら
不
公
平
感
の
緩
和

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

《
手
数
料
の
徴
収
方
法
》

　

手
数
料
徴
収
の
た
め
の
媒
体
は
「
指

定
袋
」
「
ご
み
袋
に
貼
る
シ
ー
ル
」

「
バ
ケ
ツ
な
ど
の
定
型
容
器
」
と
い
っ

た
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
美
観
面
、

衛
生
面
や
手
数
料
徴
収
の
容
易
性
な
ど

の
観
点
か
ら
、
指
定
袋
の
販
売
に
よ
り

手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
。

　

ま
た
、
複
数
種
類
の
指
定
袋
を
用
意

し
、
容
量
に
応
じ
た
価
格
設
定
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
排
出
量
削
減
へ
の
動
機

づ
け
が
働
く
よ
う
に
配
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。

《
排
出
者
責
任
の
明
確
化
》

　

実
施
に
伴
い
、
指
定
袋
以
外
に
よ
る

排
出
や
不
法
投
棄
、
自
家
焼
却
の
増
加

の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
市
は
、
自
治
会

や
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
等
と
も
連
携

し
、
十
分
に
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、

ご
み
の
適
正
排
出
を
強
く
呼
び
か
け
る

必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
排
出
者
責
任
を
明
確
化
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
自
由
意
志
に
よ
り

氏
名
等
の
記
入
が
で
き
る
よ
う
な
欄
を

排
出
袋
に
設
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
３
）手
数
料
の
設
定

《
手
数
料
の
体
系
》

　

主
な
手
数
料
体
系
の
う
ち
「
超
過
量

従
量
制
」
及
び
「
二
段
階
従
量
制
」
に

つ
い
て
は
、
一
定
量
ま
で
は
無
料
ま
た

は
低
額
で
あ
り
負
担
感
が
少
な
く
歓
迎

さ
れ
る
。
し
か
し
、
無
料
ま
た
は
低
額

の
指
定
袋
等
を
あ
ら
か
じ
め
世
帯
人
員

等
に
応
じ
て
配
布
す
る
こ
と
は
町
田
市

の
よ
う
な
大
都
市
で
の
対
応
は
難
し

い
。
さ
ら
に
、
無
料
ま
た
は
低
額
と
さ

れ
る
一
定
量
に
つ
い
て
、
減
量
へ
の
動

機
付
け
が
働
か
な
い
と
い
う
難
点
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
町
田
市
で
実
施
可
能
で

あ
り
、
ご
み
排
出
量
に
関
わ
ら
ず
減
量

化
へ
の
動
機
づ
け
が
働
く
方
式
と
し

て
、
「
単
純
従
量
制
」
を
採
用
す
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
。

《
手
数
料
の
価
格
水
準
》

　

家
庭
ご
み
の
減
量
効
果
を
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
排
出
者
が
あ
る
程
度
負
担

感
を
感
じ
る
価
格
を
設
定
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
条
件
を
満
た
し
、
か
つ
過

大
な
負
担
と
な
ら
な
い
範
囲
で
手
数
料

の
価
格
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

事
業
系
ご
み
に
つ
い
て
は
、
家
庭
ご

み
よ
り
も
手
数
料
の
価
格
を
高
く
設
定

す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
事
業
者

等
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
過
大
な
負
担

と
な
ら
な
い
範
囲
で
価
格
を
設
定
す
る

必
要
が
あ
る
。

（
４
）手
数
料
収
入
の
運
用
方
法

　

手
数
料
収
入
の
運
用
に
当
た
っ
て

は
、
収
支
の
状
況
や
使
途
が
市
民
に
と

っ
て
理
解
し
や
す
い
方
法
を
採
用
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
手
数
料
収
入
の

（
５
）市
民
へ
の
普
及
啓
発

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
背
景
・

必
要
性
・
効
果
等
に
つ
い
て
十
分
な
啓

発
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
処
理
費

用
負
担
に
対
す
る
理
解
を
形
成
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
有
料
化
が

「
税
の
二
重
取
り
」
で
は
な
い
か
と
い

う
市
民
の
疑
問
に
対
し
て
は
、
ご
み
処

理
へ
の
二
重
負
担
を
求
め
る
も
の
で
は

な
く
、
排
出
量
に
応
じ
た
公
平
な
費
用

負
担
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
で
あ
る
と
い

う
点
に
理
解
を
求
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、
大
き
な
変
更
を
伴
う
た

め
、
事
前
周
知
を
十
分
に
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
市
は
実
施
に
向
け
た
方

針
を
明
確
に
示
す
と
と
も
に
、
庁
内
の

推
進
体
制
を
構
築
し
、
説
明
会
や
意
見

交
換
会
を
で
き
る
限
り
多
く
開
催
す
る

こ
と
に
よ
り
、
き
め
の
細
か
い
普
及
啓

発
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
６
）有
料
化
と
併
せ
て
取
り
組
む

　
　

べ
き
施
策

　

他
市
の
例
で
も
ご
み
の
有
料
化
は
減

量
効
果
は
あ
る
が
、
一
定
期
間
後
の
リ

バ
ウ
ン
ド
現
象
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

減
量
効
果
を
継
続
的
に
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
次
の
よ
う
な
施
策
を
併
せ
て

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

《
「
ご
み
元
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実

施
》

　

有
料
化
実
施
に
向
け
て
、
２
０
０
４

年
度
を
「
（
仮
称
）
ご
み
元
年
」
と
し

て
定
め
、
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、
市

民
・
事
業
者
・
市
民
団
体
・
学
校
等
の

自
主
的
な
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
が
ご
み
の
減
量
や
リ
サ

イ
ク
ル
の
活
動
に
実
際
に
ふ
れ
る
機
会

を
多
く
設
け
、
有
料
化
及
び
ご
み
問
題

全
般
に
対
す
る
関
心
・
理
解
を
全
市
的

に
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
有
料
化
実
施
後
も
、

き
め
細
か
な
情
報
提
供
や
環
境
教
育
の

推
進
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ

ク
ル
の
取
り
組
み
の
定
着
・
拡
大
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

《
分
別
の
徹
底
》

　

ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
る
た
め
に
は
今
ま
で
以
上
に
分
別
の

徹
底
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
現
状
で
は
、
分
別
の
不
徹
底
が
か

な
り
み
ら
れ
、
特
に
「
可
燃
ご
み
」
へ

の
紙
ご
み
の
混
入
が
多
く
み
ら
れ
る
。

有
料
化
実
施
に
あ
わ
せ
た
分
別
の
徹
底

の
た
め
の
情
報
提
供
や
、
実
施
後
の

「
可
燃
ご
み
」
へ
の
資
源
の
混
入
等
に

対
す
る
指
導
を
徹
底
す
る
な
ど
、
制
度

が
有
効
に
機
能
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

《
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集
・
資
源

化
》

　

現
在
「
可
燃
ご
み
」
ま
た
は
「
不
燃

ご
み
」
と
し
て
収
集
・
処
理
さ
れ
て
い

る
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
は
、

前
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
「
資

源
」
と
し
て
分
別
収
集
を
行
う
こ
と
が

望
ま
し
い
。
現
在
は
、
中
間
処
理
施
設

の
設
置
に
関
す
る
市
民
の
合
意
が
得
ら

れ
ず
実
施
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
が
、

市
は
よ
り
一
層
市
民
の
理
解
を
得
る
た

め
の
努
力
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の

上
で
「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に

つ
い
て
は
早
急
に
、
「
容
器
包
装
以
外

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
は
低
コ

ス
ト
の
資
源
化
技
術
が
確
立
し
た
後

に
、
分
別
収
集
・
資
源
化
を
行
う
こ
と

が
望
ま
し
い
。
ま
た
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
」
に
つ
い
て
も
現
在
拠
点
回
収
を
実

施
し
て
い
る
が
、
早
急
に
分
別
収
集
・

資
源
化
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

な
お
、
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
家
庭

ご
み
全
体
の
減
量
化
の
観
点
か
ら
、
無

料
と
す
る
か
、
指
定
袋
原
価
程
度
の
安

い
有
料
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

《
生
ご
み
の
資
源
化
》

　

家
庭
ご
み
の
減
量
の
た
め
に
は
生
ご

み
へ
の
取
り
組
み
が
重
要
と
な
る
。
従

来
か
ら
実
施
し
て
き
た
各
家
庭
で
の
生

ご
み
堆
肥
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

地
域
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
な
ど
の
施
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
。

《 
剪  
定  
枝 
の
資
源
化
》

せ
ん 
て
い 
し

　

剪
定
枝
は
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
な

「
資
源
」
で
あ
り
、
町
田
市
に
お
い
て

も
「
剪
定
枝
資
源
化
セ
ン
タ
ー
」
に
持

ち
込
ま
れ
た
も
の
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

（
堆
肥
の
原
料
化
）
が
行
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
家
庭
か
ら
集
積
所
に
排

出
さ
れ
た
剪
定
枝
に
つ
い
て
は
、
現
状

は
焼
却
処
分
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後

は
資
源
化
セ
ン
タ
ー
を
拡
充
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
な

お
、
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
緑
化
推
進

の
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

《
事
業
者
に
よ
る
取
り
組
み
の
促
進
》

　

ご
み
の
発
生
に
は
製
品
の
製
造
者
や

販
売
者
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、

排
出
者
の
努
力
の
み
で
は
限
界
が
あ

る
。
有
料
化
を
契
機
と
し
て
よ
り
一
層

の
ご
み
減
量
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

排
出
者
（
市
民
）
の
取
り
組
み
に
加

え
、
製
造
者
・
販
売
者
の
取
り
組
み
も

重
要
で
あ
る
。

﹇
取
り
組
み
の
例
﹈

・
現
在
の
資
源
物
回
収
拠
点
と
し
て
の

「
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店
制
度
」
を
、
簡

易
包
装
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
、
再
生
商

品
販
売
な
ど
幅
広
い
取
り
組
み
を
行
う

新
た
な
認
定
制
度
に
切
り
換
え
る
。

・
商
店
連
合
会
が
実
施
を
計
画
し
て
い

る
取
り
組
み
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
レ
ジ
袋
辞
退
者
へ
の
ポ
イ
ン
ト
還

元
、
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
の
実
施
等
）
に
対

し
て
、
Ｐ
Ｒ
面
な
ど
で
協
力
を
行
う
。

《
国
等
へ
の
働
き
か
け
》

　

ご
み
問
題
に
関
連
す
る
法
律
が
制

定
、
施
行
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の

中
で
制
度
そ
の
も
の
の
様
々
な
問
題
点

も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
市

は
、
市
民
に
最
も
近
い
基
礎
自
治
体
の

立
場
か
ら
、
よ
り
よ
い
循
環
型
社
会
形

成
を
目
指
し
て
、
法
の
見
直
し
を
含
め

た
制
度
改
正
を
国
に
要
望
し
た
り
、
業

界
団
体
に
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
を
要

望
す
る
な
ど
必
要
な
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

う
ち
経
費
を
除
い
た
分
を
基
金
と
し
て

積
み
立
て
、
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル

に
係
る
施
策
や
施
設
整
備
の
経
費
と
し

て
用
い
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

答
申
の
概
要
�

答
申
の
概
要
�

□問 ごみ減量課11７９７・０５３０



（４） ２００４．４．１１

駐
車
違
反　

し
な
い　

さ
せ
な
い　

街
の
声

交
通
安
全
課
11
７
２
４
・
１
１
３
６

11
７
２
２
・
０
１
１
０

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

子
ど
も
委
員
会
委
員

　

市
内
の
中
小
企
業
者
ま
た
は
、

市
内
で
新
た
に
事
業
を
始
め
る
中

小
企
業
者
が
事
業
資
金
を
調
達
す

る
た
め
、
市
と
取
扱
金
融
機
関
と

の
提
携
及
び
信
用
保
証
機
関
の
協

力
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

取
り
扱
い
は
次
の
金
融
機
関
の

町
田
市
内
に
あ
る
支
店
で
行
っ
て

い
ま
す
。

○
取
扱
金
融
機
関　

八
千
代
・
横

浜
・
三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・
東
京

都
民
・
り
そ
な
・
東
日
本
の
各
銀

行
、
城
南
・
横
浜
の
各
信
用
金

庫
、
町
田
市
農
業
協
同
組
合

※
金
融
機
関
、
信
用
保
証
機
関
の

審
査
に
よ
り
、
融
資
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

□問
 

経
済
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１

２
９

町 田 市
中小企業
融資制度

※バリアフリー化整備資金、環境改善整備資金及び緊急資金は他の資金と重複して申し込みができます。融資資格確認書を発行しますので、事前にご相談下さい。
※この制度は、信用保証機関（東京信用保証協会）の保証が必要です。また、信用保証機関の指示により上表のほかに保証人を要することもあります。
※信用保証料の約１／２を５万円を限度（バリアフリー化整備資金及び環境改善整備資金は全額）として融資時に補助します。また利子については（　）内の利率
による額を年２回に分け補助します。

町 田 市 中 小 企 業 融 資 制 度 概 要
保証人融資期間・返済方法融資利率融資限度額融資の種類

法人は代表者
個人の連帯保
証が必要

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済
年利２．２％（１．５％）

１，０００万円

運 転 資 金
７年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済設 備 資 金

７年以内（１２か月の据置期間を含む）割賦返済
年利１．８％（１．８％）

バリアフリー化整備資金
環 境 改 善 整 備 資 金

年利２．０％（１．５％）
開 業 資 金

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済　５００万円
緊 急 資 金

年利２．２％（１．５％）小規模企業特別資金

体育施設、青少年施設ひな体育施設、青少年施設ひな
た村、大地沢青少年センタた村、大地沢青少年センタ
ー、国際版画美術館などー、国際版画美術館など
生涯学習関連施設生涯学習関連施設

使用料金が使用料金が
改定されます改定されます

　

総
合
体
育
館
・
市
立
室
内
プ
ー
ル
・

陸
上
競
技
場
等
の
体
育
施
設
、
ひ
な
た

村
・
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
等
の
青

少
年
施
設
、
国
際
版
画
美
術
館
等
の
文

化
施
設
は
、
市
民
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
拠
点
と
し
て
多
く
の
方
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
う
し
た
施
設
の
多
く
で
老

朽
化
が
進
み
、
施
設
修
繕
費
な
ど
が
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の

維
持
管
理
費
用
に
充
て
る
た
め
に
、
使

用
料
金
の
改
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
の
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
近
隣

の
同
等
施
設
と
の
料
金
の
均
衡
を
図
る

と
と
も
に
、
青
少
年
施
設
等
で
は
、
施

設
の
設
置
目
的
か
ら
青
少
年
団
体
の
利

用
に
つ
い
て
は
料
金
を
据
え
置
く
な

料 金 改 定 の 時 期
問い合わせ先新料金の適用時期施　　　設

スポーツ課
11７２４・３４４０７月１日使用分から

体育施設
　総合体育館、市立室内
プール、学校温水プー
ル、サン町田旭体育館
（個人使用料のみ）、
陸上競技場、テニスコ
ート、野球場等

まちだ中央公民館
11７２８・００７１７月１日使用分からまちだ中央公民館

ひなた村
11７２２・５７３６

１１月１日使用分からホール
ひなた村

７月１日使用分からその他の施設

大地沢
青少年センター
11７８２・３８００

８月１日使用分から大地沢青少年センター

国際版画美術館
11７２６・２７７１７月１日申込分から国際版画美術館

　市民展示室、アトリエ

※新料金は各施設で掲示していますので、ご覧下さい。

　

歳
か
ら
の

４０
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
事
業

　
　

代
か
ら
始
ま
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
低

４０
下
に
よ
り
、
骨
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は
年
間

３
％
ほ
ど
減
っ
て
い
き
ま
す
。
骨
粗
し

ょ
う
症
と
言
わ
れ
る
前
に
骨
量
を
測

り
、
日
常
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

○
対
象　

市
内
在
住
で
平
成　

年
６
月

１６

８
日
現
在　

歳
、　

歳
、　

歳
、　

歳

４０

４５

５０

５５

で
あ
る
女
性

○
期
日　

６
月
８
日
（
火
）

※
時
間
は
追
っ
て
通
知
し
ま
す
。

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

①
保
健
師
・
栄
養
士
の
話
②

骨
量
測
定
③
個
別
相
談
（
保
健
師
・
栄

養
士
）

○
費
用　

６
０
０
円
（
骨
量
測
定
費
用

の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
は
無
料
で
す
）

○
定
員　

１
０
０
人
（
抽
選
）

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）

に
「
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
事
業
申
し
込

み
」
と
書
き
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

（
平
成　

年
６
月
８
日
現
在
）
・
生
年

１６

月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

４
月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
健
康

３０

課
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
５－

１９４

８－

　

、
健
康
福
祉
会
館
内
、
11
７
２

２１

５
・
５
１
７
８
）
へ
。

町
田
市
環
境
審
議
会

　

町
田
市
環
境
審
議
会
第　

回
会
議
を

２０

行
い
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
４
月　

日
ま
で
に
環
境
保
全
課

２０

（
11
７
２
４
・
２
７
１
１
）
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。

○
日
時　

４
月　

日
（
水
）
午
後
６
時

２１

　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

○
会
場　

森
野
分
庁
舎
２
階
第
３
会
議

室○
議
題　

新
・
町
田
市
生
活
排
水
対
策

推
進
計
画
に
つ
い
て
、
ほ
か

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

町
田
市
都
市
計
画
審
議
会

　

第
１
４
２
回
町
田
市
都
市
計
画
審
議

会
を
行
い
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

４
月　

日
（
金
）
午
後
１
時

２３

　

か
ら

３０○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
５
階
第
１
委

員
会
室

町
田
市
子
ど
も
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
審
議

会

専

門

部

会

【
第
一
専
門
部
会
】

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
会
議
当

日
の
午
後
５
時
ま
で
に
子
ど
も
総
務
課

（
11
７
２
４
・
２
８
７
６
）
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。

○
日
時　

４
月　

日
（
金
）
午
後
６
時

２３

〜
８
時

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
２
階
集
団
指

導
室

○
内
容　

子
ど
も
の
参
加
と
意
見
表
明

を
考
え
る

○
定
員　

５
人
（
申
し
込
み
順
）

障
が
い
者
青
年
学
級

新

入

学

級

生

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
で
障

１５

が
い
を
も
つ
青
年
（
養
護
学
校
生
は
除

く
）

○
期
間　

６
月
〜
２
０
０
５
年
２
月

○
活
動
日　

原
則
と
し
て
土
曜
学
級
＝

第
２
・
４
土
曜
日
、
日
曜
学
級
＝
第
１

・
３
日
曜
日

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

○
会
場　

土
曜
学
級
＝
ま
ち
だ
中
央
公

民
館
、
日
曜
学
級
（
公
民
館
学
級
）
＝

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
、
日
曜
学
級
（
ひ

か
り
学
級
）
＝
ひ
か
り
療
育
園

○
定
員　

各
若
干
名
（
抽
選
）

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
職
場
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
４
月

　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
ま
ち
だ
中

１６央
公
民
館
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町

１９４

田
６－

８－

１
、
11
７
２
８
・
０
０
７

１
）
へ
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

定
例
活
動
グ
ル
ー
プ

　

期
間
は
１
年
間
で
す
。

【
①
低
学
年
定
例
グ
ル
ー
プ
】

○
対
象　

小
学
１
〜
３
年
生

○
活
動
日
時　

５
月　

日
か
ら
毎
月
第

１９

１
・
３
水
曜
日
午
後
４
時
〜
５
時　

分
３０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

活
動
に
よ
っ
て
は
有
料

【
②
高
学
年
定
例
グ
ル
ー
プ
】

○
対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

○
活
動
日
時　

５
月　

日
か
ら
毎
月
第

１５

１
・
３
土
曜
日
午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

活
動
に
よ
っ
て
は
有
料

【
③
劇
団
ア
ロ
ハ
】

　

仲
間
と
共
に
演
劇
を
作
り
、
演
じ
ま

す
。

○
対
象　

小
学
４
年
生
以
上

○
活
動
日
時　

４
月　

日
か
ら
毎
週
日

２５

曜
日
午
後
４
時
〜
６
時

○
定
員　

若
干
名
（
申
し
込
み
順
）

【
④
茶
道
こ
す
も
す
ク
ラ
ブ
】

　

四
季
折
々
の
和
菓
子
を
制
作
し
、
茶

道
の
心
「
和
敬
静
寂
」
を
身
に
つ
け
ま

す
。

○
対
象　

Ａ
コ
ー
ス
＝
小
学
１
〜
３
年

生
、
Ｂ
コ
ー
ス
＝
小
学
４
〜
６
年
生
、

Ｃ
コ
ー
ス
＝
中
学
生
〜　

歳
の
方

１８

○
活
動
日　

５
月　

日
か
ら
毎
月
第
４

２３

日
曜
日

○
活
動
時
間　

Ａ
コ
ー
ス
＝
午
前　

時
１０

　

分
〜
午
後
０
時　

分
、
Ｂ
コ
ー
ス
＝

３０

３０

午
後
３
時
〜
５
時
、
Ｃ
コ
ー
ス
＝
午
後

５
時　

分
〜
７
時　

分

３０

３０

○
定
員　

Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
＝
各　

人
、

１５

Ｃ
コ
ー
ス
＝　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
費
用　

年
間
１
５
０
０
円（
材
料
費
）

【
⑤
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ラ
ブ
】

○
対
象　

小
学
生
以
上
（
初
心
者
歓

迎
）

○
活
動
日
時　

５
月　

日
か
ら
毎
月
第

１５

１
・
３
・
５
土
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１５

○
費
用　

活
動
に
よ
っ
て
は
有
料

【
⑥
欲
張
部
】

　

自
主
企
画
に
よ
る
、
学
校
・
学
年
を

こ
え
た
仲
間
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

○
対
象　

中
学
生
〜　

歳
の
方

１８

○
活
動
日
時　

５
月　

日
か
ら
毎
月
第

１６

３
日
曜
日
午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
費
用　

活
動
に
よ
っ
て
は
有
料

◇

○
申
し
込
み　

①
②
は
４
月　

日
午
前

１７

　

時
か
ら
、
③
〜
⑥
は　

日
午
前　

時

１０

１８

１０

か
ら
本
人
ま
た
は
保
護
者
が
直
接
同
セ

ン
タ
ー
（
11
７
８
８
・
４
１
８
１
）
へ

お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

小
学
４
年
生
〜　

歳
の
方

１８

○
活
動
日
時　

５
月　

日
（
日
）
及
び

１６

毎
月
第
１
・
３
・
５
土
曜
日
、
午
後
３

時
〜
５
時

○
内
容　

ば
あ
ん
の
ル
ー
ル
作
り
や
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
な
ど

○
申
し
込
み　

直
接
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

ば
あ
ん
（
11
７
８
８
・
４
１
８
１
）
へ

（
随
時
受
付
）
。

ど
、
利
用
実
態
に
合
わ
せ
た
料
金
設
定

の
た
め
、
現
行
料
金
の
ま
ま
と
な
っ
た

施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
各
施
設
へ
。

く
ら
し
を
守
る
市
民
の
集
い

実

行

委

員

　
　

月　

日
、　

日
に
町
田
市
民
フ
ォ

１０

１６

１７

ー
ラ
ム
で
開
催
予
定
の
「
く
ら
し
を
守

る
市
民
の
集
い
（
町
田
の
生
活
者
展
）」

の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
催

し
は
市
内
の
消
費
者
活
動
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
で
消
費
者
活
動
を
行
う

団
体
及
び
関
心
の
あ
る
方

○
申
し
込
み　

電
話
で
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
11
７
２
５
・
８
８
０
５
）
へ
。

※
昨
年
度
参
加
さ
れ
た
消
費
者
団
体
に

は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

※
第
１
回
実
行
委
員
会
を
、
５
月
７
日

（
金
）
午
前　

時
か
ら
町
田
市
民
フ
ォ

１０

ー
ラ
ム
で
行
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
関
係
の
事
務
及
び
窓
口
対

応
・
電
話
応
対
等
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
資
格　

パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ

ー
ド
）
操
作
が
堪
能
な　

歳
未
満
の
方

６０

介
護
保
険
事
務
ス
タ
ッ
フ

（
嘱
託
職
員
）

子
育
て
支
援
課

嘱

託

職

員

○
資
格　
　

歳
〜　

歳
く
ら
い
の
方
で

３０

４０

幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
の
い
ず
れ
か
の

資
格
を
お
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
経
験

の
あ
る
方

○
契
約
期
間　

５
月
〜
２
０
０
５
年
３

月○
勤
務
日
時　

月
〜
金
曜
日
の
う
ち
で

月　

日
、
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

１６

３０

　

分
１５○

勤
務
場
所　

子
育
て
支
援
課

○
勤
務
内
容　

保
育
園
入
所
申
請
に
伴

う
窓
口
相
談
業
務
及
び
軽
易
な
支
援
担

当
業
務

○
報
酬　

月
額　

万
６
２
０
０
円
（
２

１９

０
０
３
年
度
実
績
）

○
募
集
人
員　

１
人

○
選
考　

書
類
審
査
、
面
接

○
応
募　

履
歴
書
（
写
真
張
付
）
・
資

格
証
明
書
の
コ
ピ
ー
・
志
望
動
機
（
便

せ
ん
に
２
０
０
字
程
度
）
を
４
月　

日
１６

ま
で
（
必
着
）
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で

子
育
て
支
援
課
（
〒　

－

８
５
２
０
、

１９４

中
町
１－

　

－

　

、
11
７
２
４
・
２
１

２０

２３

３
７
）
へ
。

○
契
約
期
間　

６
月
１
日
〜
２
０
０
５

年
３
月　

日
ま
た
は　

月
１
日
〜
２
０

３１

１１

０
５
年
３
月　

日
３１

○
勤
務
日
時　

月　

日
、
午
前
８
時　

１６

３０

分
〜
午
後
５
時　

分
１５

○
勤
務
場
所　

健
康
福
祉
会
館
分
館

○
報
酬　

市
基
準
に
よ
る

○
募
集
人
員　

各
期
間
１
人
（
選
考
）

○
応
募　

応
募
書
類
（
健
康
福
祉
会
館

分
館
に
あ
り
ま
す
）
に
履
歴
書
を
添
え

て
、
４
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
直
接

２０

ま
た
は
郵
送
で
高
齢
者
福
祉
課
（
〒　
１９４

－

０
０
１
３
、
原
町
田
５－

８－

　

、
２４

健
康
福
祉
会
館
分
館
内
、
11
７
２
１
・

３
１
１
０
）
へ
。

○
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

１０

□問
 

都
市
計
画
課
11
７
０
９
・
０
５
６
１

ご利用下さい



　
　

〜 

放
置
駐
車
抑
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

〜

11

町
田
警
察
署
11
７
２
２
・
０
１
１
０

２００４．４．１１ （５）

生
ご
み
処
理
器
購
入
費

補

助

金

制

度

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、
短

期
大
学
、
大
学
院
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
等
の
学
生
（
海
外
の
大
学
は

除
く
）
で
本
人
の
前
年
中
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ

れ
れ
ば
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学

生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
は
、
市
役
所
国
保
年
金
課
ま
た

は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
学
生
証
ま
た
は

在
学
証
明
書
と
認
印
を
お
持
ち
下
さ

い
。
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
郵
送

の
場
合
は
、
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在

学
証
明
書
と
記
入
済
の
申
請
書
を
同
封

し
、
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
（
〒　
１９４

－

８
５
２
０
、
中
町
１－

　

－

　

、
11

２０

２３

７
２
４
・
２
１
２
７
）
へ
お
送
り
下
さ

い
。
申
請
書
は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
の
納
付
特
例
が

１５

承
認
さ
れ
た
方
で
平
成　

年
度
も
納
付

１６

特
例
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
再
度
申
請

が
必
要
で
す
の
で
お
早
め
に
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

ハ
チ
や
巣
を
見
つ
け
た
ら

国
民
年
金

学
生
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す

【
購
入
前
の
申
請
が
必
要
で
す
】

○
対
象
者　

市
内
在
住
の
引
き
続
き
５

年
以
上
居
住
予
定
の
方
で
、
処
理
器
を

家
庭
で
継
続
し
て
適
正
に
使
用
で
き
る

方○
対
象
処
理
器　

①
生
ご
み
を
手
動

（
レ
バ
ー
を
回
転
さ
せ
る
等
）
で
か
く

は
ん
し
、
微
生
物
に
よ
り
分
解
ま
た
は

消
滅
さ
せ
る
も
の
②
生
ご
み
を
電
動
で

か
く
は
ん
ま
た
は
保
温
し
、
微
生
物
で

分
解
ま
た
は
消
滅
さ
せ
る
も
の
③
生
ご

み
を
熱
乾
燥
し
て
体
積
を
減
少
さ
せ
る

も
の

○
補
助
額　

１
万
円
を
上
限
と
し
て
、

購
入
金
額
か
ら
消
耗
品
費
や
消
費
税
を

除
い
た
２
分
の
１
の
額
（
１
０
０
円
未

満
切
り
捨
て
）

※
補
助
金
の
交
付
は
１
世
帯
１
回
ま
で

（
５
年
を
経
過
し
た
場
合
は
再
申
請

可
）
。

○
申
し
込
み　

購
入
前
に
所
定
の
申
請

書
（
ご
み
減
量
課
、
市
役
所
市
民
相
談

室
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
課
駅
前

連
絡
所
、
玉
川
学
園
文
化
セ
ン
タ
ー
、

木
曽
山
崎
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
を

清
掃
事
業
部
ご
み
減
量
課
（
〒　

－

０

１９４

２
０
２
、
下
小
山
田
町
３
１
６
０
、
11

販
売
し
て
い
ま
す

生
ご
み
堆
肥
化
容
器

７
９
７
・
０
５
３
０
）
へ
ご
提
出
下
さ

い
（
郵
送
可
）
。

※
市
か
ら
交
付
決
定
通
知
書
が
自
宅
に

届
く
前
に
購
入
さ
れ
た
場
合
、
補
助
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
助
成
に
な
り
、

予
定
台
数　

台
で
す
。

９０

　

市
で
は
、
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
容

器
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
見
本
品
は
リ

サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
（
全
種
類
）、

南
・
な
る
せ
駅
前
・
鶴
川
・
忠
生
・
堺

の
各
市
民
セ
ン
タ
ー
（
２
〜
３
種
類
）、

市
役
所
本
庁
舎
（
３
種
類
）
に
あ
り
ま

す
。

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
の

容
器
名
と
個
数
（
２
セ
ッ
ト
ま
で
）
を

明
記
し
、
ご
み
減
量
課
（
〒　

－

０
２

１９４

０
２
、
下
小
山
田
町
３
１
６
０
、
リ
サ

イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
内
、
11
７
９
７

高
齢
者
入
院
見
舞
金
支
給
制
度

５
月　

日
に
廃
止
し
ま
す

３１

　

今
年
度
、
福
祉
事
業
全
般
に
つ
い
て

事
業
の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
介
護

予
防
や
介
護
施
設
の
整
備
事
業
に
あ
て

る
た
め
、
入
院
見
舞
金
は
、
平
成　

年
１６

５
月　

日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
に

３１

な
り
ま
し
た
。

　

支
給
の
対
象
と
な
る
方
は
、
平
成　
１６

年
５
月　

日
ま
で
に　

日
以
上
継
続
し

３１

３０

て
入
院
し
て
い
る
方
で
す
（
５
月
３
日

以
降
に
入
院
し
た
場
合
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
）
。

　

申
請
書
の
受
付
は
平
成　

年
３
月　

１７

３１

日
ま
で
で
す
。

○
対
象　

町
田
市
の
老
人
保
健
法
医
療

受
給
者
証
、
高
齢
受
給
者
証
ま
た
は
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
で
市
内
に
１
年

以
上
居
住
し
、
本
人
の
前
年
の
所
得

（
１
月
〜
６
月
の
入
院
分
に
つ
い
て
は

前
々
年
の
所
得
）
が
基
準
額
（
＝
左

表
）
以
下
の
方

○
支
給
額　

１
万
円

※
介
護
保
険
の
入
院
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

※
入
院
日
数
は
１
つ
の
医
療
機
関
で
の

日
数
で
す
。

※
平
成　

年
３
月　

日
以
前
の
入
院
分

１２

３１

は
、
７
日
以
上
入
院
し
た
場
合
に
、
入

院
日
数
に
よ
り
見
舞
金
を
支
給
し
ま

す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
入
院
期
間

を
確
認
で
き
る
も
の
②
印
鑑
（
認
印
で

結
構
で
す
）
③
老
人
保
健
法
医
療
受
給

者
証
、
高
齢
受
給
者
証
ま
た
は
○福
 

医
療

証
④
受
給
者
本
人
の
振
込
口
座
（
郵
便

局
は
除
く
）
が
分
か
る
も
の

就

学

援

助

費

学
校
で
か
か
る
費
用
の
一
部
を
援
助
し

ま
す

　

市
で
は
小
・
中
学
校
で
か
か
る
費
用

の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

援
助
を
行
う
の
は
学
用
品
費
・
給
食

費
・
校
外
活
動
費
・
修
学
旅
行
費
な
ど

で
、
援
助
が
受
け
ら
れ
る
世
帯
は
①
生

活
保
護
受
給
世
帯
②
平
成　

年
中
の
総

１５

所
得
が
一
定
基
準
額
を
超
え
な
い
世
帯

な
ど
で
す
。

　

基
準
額
と
は
、
例
え
ば
本
人
・
配
偶

者
・
子
ど
も
２
人
の
４
人
家
族
で
借
家

の
場
合
、
年
間
の
総
所
得
が
約
３
５
５

万
円
以
下
、
同
様
の
家
族
構
成
で
持
家

の
場
合
、
年
間
の
総
所
得
が
約
２
７
１

万
円
以
下
を
い
い
ま
す
。
た
だ
し
こ
の

金
額
は
大
体
の
目
安
で
、
年
齢
・
家
族

構
成
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り
ま
す
（
総

所
得
と
は
年
間
収
入
か
ら
必
要
経
費
を

差
し
引
い
た
後
の
金
額
を
い
い
ま
す
）。

　

手
続
き
は
４
月　

日
ま
で
に
各
学
校

３０

ま
た
は
学
務
課
で
行
っ
て
下
さ
い
。

※
５
月
以
降
も
申
請
で
き
ま
す
が
、
認

定
月
が
変
わ
り
ま
す
。

□問
 

学
務
課
11
７
２
４
・
２
１
７
６

平
成　

年
度

１６公

民

館

ま

つ

り

打

ち

合

わ

せ

会

　

公
民
館
を
利
用
す
る
サ
ー
ク
ル
・
団

体
で
毎
年
行
っ
て
い
る
「
公
民
館
ま
つ

り
」
。
今
年
も
実
行
委
員
会
方
式
で
企

画
・
運
営
し
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
実
行
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
た

め
、
打
ち
合
わ
せ
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
団
体
・
サ
ー
ク
ル

は
、
必
ず
１
人
以
上
の
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

当
日
は
決
定
事
項
等
が
あ
り
ま
す
の

で
、
会
の
代
表
者
（
運
営
実
務
者
）
の

出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

５
月　

日
（
火
）
午
後
７
時

１１

か
ら

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
７
階
ホ

ー
ル

□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
11
７
２
８
・
０

０
７
１

　

暖
か
く
な
る
と
ハ
チ
の
活
動
が
始
ま

り
、
軒
下
や
樹
木
等
の
雨
風
を
し
の
げ

る
場
所
に
巣
を
作
り
ま
す
。
初
期
の
段

階
で
あ
れ
ば
比
較
的
取
り
や
す
い
の

で
、
日
ご
ろ
か
ら
点
検
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

も
し
、
大
き
な
巣
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
下
さ

い
。

①
近
寄
ら
な
い
（
特
に
ス
ズ
メ
バ
チ

は
、
巣
を
守
る
本
能
が
強
い
）

②
い
た
ず
ら
し
な
い
（
石
を
投
げ
た
り

棒
等
で
つ
つ
か
な
い
）

③
手
で
払
わ
な
い
（
ハ
チ
は
攻
撃
さ
れ

た
と
思
い
、
刺
し
ま
す
）

④
大
声
を
出
し
た
り
走
り
ま
わ
っ
て
ハ

チ
を
刺
激
し
な
い

⑤
ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
立
ち
去
る

⑥
生
活
に
支
障
が
あ
る
時
は
駆
除
す
る

　

市
で
は
、
駆
除
は
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
自
主
駆
除
を
行
う
方
に
防
護
服

や
薬
剤
等
を
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
駆
除
が
困
難
な
場
合
は
、
専
門

業
者
に
依
頼
を
し
て
下
さ
い
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

　

『
神
曲
』
は
「
地
獄
篇
」
「
煉
獄

篇
」
「
天
国
篇
」
合
わ
せ
て
１
０
０
の

詩
か
ら
な
る
大
作
で
す
。
作
者
で
あ
る

イ
タ
リ
ア
の
詩
人
ダ
ン
テ
（
１
２
６
５

〜
１
３
２
１
）
自
身
が
主
人
公
で
、
古

代
ロ
ー
マ
の
大
詩
人
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス

に
助
け
ら
れ
な
が
ら
地
獄
と
煉
獄
を
踏

破
し
、
天
国
で
待
ち
受
け
る
憧
れ
の
女

性
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
と
再
会
し
ま
す
。

『
神
曲
』
で
は
こ
の
旅
で
見
聞
き
し
た

事
柄
が
、
比
類
な
い
想
像
力
と
磨
き
上

げ
た
言
葉
に
よ
っ
て
生
き
生
き
と 
謳 
い

う
た

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ダ
ン
テ
の
描
写
は
非
常
に
具
体
的
で

絵
画
的
な
た
め
、
『
神
曲
』
は　

世
紀

１４

の
彩
飾
写
本
の
時
代
か
ら　

世
紀
に
い

２０

た
る
ま
で
、
多
く
の
画
家
た
ち
に
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
続
け
て
き
ま

し
た
。

　

本
展
で
は
、
図
像
表
現
に
よ
っ
て
こ

の
『
神
曲
』
を
ダ
ン
テ
と
と
も
に
旅
し

て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
期
間　

４
月　

日
（
土
）
〜
６
月　

１７

１３

日
（
日
）

○
休
館
日　

月
曜
日

※
た
だ
し
４
月　

日
（
月
）
・
５
月
３

１９

日
（
祝
）
は
開
館
、
５
月
６
日
（
木
）

は
休
館
。

○
会
場　

同
館
企
画
展
示
室
１
・
２

○
観
覧
料　

一
般
６
０
０
円
、
大
学
・

高
校
生
４
０
０
円
、　

歳
以
上
の
方

６５

３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
無
料

※
初
日
（
４
月　

日
）
及
び
開
館
記
念

１７

日
（
４
月　

日
）
は
無
料
。

１９

○
日
時　

５
月
９
日
（
日
）
午
後
１
時

　

分
〜
３
時　

分
（
予
定
）

３０

３０

○
会
場　

同
館
１
階
講
堂
（
入
場
無

料
）

○
内
容　

ダ
ン
テ
と
美
術

○
講
師　

比
較
文
学
者
・ 
平  
川 
� 
弘 
氏

ひ
ら 
か
わ 

ひ
ろ

【
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー

ク
】

○
日
時　

４
月　

日
（
日
）
、
５
月
２

１８

日
（
日
）
、
６
月
６
日
（
日
）
午
後
２

時
か
ら

【
同
時
開
催
・
常
設
展
示
室　

版
画
い

ろ
い
ろ
�
小
特
集
「
若 
林  
奮

     

」
鉄
の

わ
か
ば
や
し 

い
さ
む 

彫
刻
家
を
偲
ん
で
】

　

エ
ッ
チ
ン
グ
は
金
属
が
酸
で
溶
け
る

こ
と
を
利
用
し
た
技
法
で
、
直
接
銅
板

を
彫
ら
な
い
の
で
難
し
い
技
術
は
い
り

ま
せ
ん
。
用
具
・
材
料
は
美
術
館
で
用

意
し
ま
す
。

○
対
象　

未
経
験
者
、
初
心
者

○
日
時　

５
月　

日
、　

日
、　

日

１２

１９

２６
す
け�

＋

（
い
ず
れ
も
水
曜
日
、
全
３
回
）
午
後

１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

同
館
版
画
工
房

○
内
容　

単
色
銅
版
（
エ
ッ
チ
ン
グ
技

法
、
ア
ク
ア
チ
ン
ト
技
法
）

○
講
師　

同
館
学
芸
員

○
定
員　
　

人
（
市
内
在
住
の
方
及
び

１２

過
去
５
年
に
同
館
の
講
座
受
講
経
験
が

な
い
方
を
優
先
の
う
え
抽
選
）

○
費
用　

４
８
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
面

に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
（
講
座
の
内
容
、
進
行
に

必
要
。
記
入
は
任
意
）
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
４
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に

２１

国
際
版
画
美
術
館
普
及
係
（
〒　

－

０

１９４

０
１
３
、
原
町
田
４－

　

－

１
）
へ
。

２８

生ごみ堆肥化容器一覧
価格（送料・税込み）特　　　　　徴容量（㍑）容器名
２，７００円地上型のスタンダードタイプです。１３０コンポスター１３０型
２，７００円地上型で小型サイズの角型タイプです。７０コンポスターＤ－７０型
４，７００円地中型で投入蓋以外はすべて土に埋設します。１７０エコロエース

４，４００円ＥＭ菌をふりかけ発酵させる地中型で２個セットです
（発酵資材＝ＥＭ菌５００ｇ１ボトル付き）。３０ミラコンポ

３，１００円地上型で取出口が付いているため、堆肥の取り出しができます。１２０コンポエース１２０Ｎ

３，０００円ＥＭ菌をふりかけ発酵させる地上型で２個セットです
（発酵資材＝ＥＭ菌５００ｇ３袋付き）。１８.３ボカシ肥料専用容器

ＡＴ＃１８

２，２００円ＥＭ菌をふりかけ発酵させる地上型で２個セットです
（発酵資材＝ＥＭ菌５００ｇ３袋付き）。１５ＥＭサポートＲ１５

※容器購入後に発酵促進剤や防臭剤などが必要な場合は、ご自身で購入していただくことになります。ご了承下さい。

所得基準額

所得基準額（円）扶養人数

２，５７２，００００人

３，０５２，０００１人

３，４３２，０００２人

３，８１２，０００３人

国

際

版

画

美

術

館

国

際

版

画

美

術

館

問�

ギュスターヴ・ドレ（１８３２－１８８３）
『地獄篇』より

「ゲリュオンの背に乗って降下する
ダンテとウェルギリウス」

１８６１年初版刊　木口木版

国際版画美術館蔵

描
か
れ
た
地
獄
・

描
か
れ
た
地
獄
・�

　
　
　
　
　
煉
獄
・
天
国

　
　
　
　
　
煉
獄
・
天
国�

ダ
ン
テ

ダ
ン
テ『
神
曲
』

神
曲
』の
旅
の
旅�

描
か
れ
た
地
獄
・�

　
　
　
　
　
煉
獄
・
天
国�

ダ
ン
テ『
神
曲
』の
旅�

方
、
ま
た
は　

歳
以
上
の
夫
婦
・
兄

６０

弟
・
同
居
人
等
で
構
成
さ
れ
る
高
齢

者
世
帯

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１

４
０

　

市
で
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と

し
て
地
震
等
の
災
害
に
お
け
る
高
齢

者
の
安
全
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、

自
宅
の
家
具
等
に
金
具
等
を
付
け
る

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
利
用
者

に
は
金
具
代
の
み
負
担
し

て
い
た
だ
き
、
取
付
代
金

は
市
が
負
担
し
ま
す
。取
付

は
委
託
業
者
の
専
門
の
大

工
が
行
い
ま
す
。

○
対
象　
　

歳
以
上
の
高

６５

齢
者
で
１
人
暮
ら
し
の

約6割の部屋で�
家具が転倒、散�
乱する�

地�

震�

じ�

し
ん�

家
具
転
倒
防
止
金
具
等
取
付
制
度
事
業

家
具
転
倒
防
止
金
具
等
取
付
制
度
事
業�

家
具
転
倒
防
止
金
具
等
取
付
制
度
事
業�

金
具
を
取
り
付
け
安
心
の�

□問
 

高
齢
者
医
療
課
11
７
２
４
・
２
１
４

４

・
０
５
３
０
、
6
７
９
７
・
５
３
７

４
）
へ
。

体
験
講
座
・
銅
版
画

講
演
会



（６） ２００４．４．１１

　

テ
ン
ポ
の
よ
い
毒
舌
、
皮
肉
、
絶
妙

な
語
り
芸
で
爆
発
的
な
人
気
の
漫
談
家

で
す
。

○
出
演　

綾
小
路
き
み
ま
ろ
、
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
こ
く
ぶ
（
も
の
ま
ね
）

７
月　

日
（
金
）

１６

午
後
６
時　

分
開
演

３０

４
５
０
０
円

公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
ま
す

　

４
月　

日
（
木
）
か
ら
、
金
森
・
鶴

２２

間
・
小
川
・
玉
川
学
園
二
丁
目
〜
四
丁

目
・
旭
町
一
丁
目
・
大
蔵
町
の
各
一
部

で
公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

今
回
、
利
用
が
で
き
る
区
域
に
建
物

を
所
有
し
て
い
る
方
に
は
、
水
洗
化
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
指
定
工
事
店
名
簿
を

配
布
し
ま
す
。

　

今
回
の
利
用
開
始
に
伴
い
、
図
面
等

を
ご
覧
（
縦
覧
）
い
た
だ
け
ま
す
。

○
縦
覧
日
時　

４
月　

日
（
火
）
〜　

１３

２１

日
（
水
）
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

○
縦
覧
場
所　

下
水
道
部
業
務
課
（
成

瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

【
切
り
替
え
工
事
に
つ
い
て
】

　

く
み
取
り
便
所
（
し
尿
浄
化
槽
を
含

む
）
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
工
事

は
、
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ

い
。

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日
（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

中
高
年
の
ア
イ
ド
ル

綾
小
路
き
み
ま
ろ 
爆
笑
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ブ

金
森
・
鶴
間
・
小
川
・
玉
川
学
園
二
丁

目
〜
四
丁
目
・
旭
町
一
丁
目
・
大
蔵
町

の
各
一
部

【
水
洗
化
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期

間
】

　

く
み
取
り
便
所
の
家
庭
は
３
年
以
内

に
改
造
工
事
を
、
浄
化
槽
使
用
の
家
庭

は
遅
滞
な
く
（
１
年
以
内
に
）
切
り
替

え
工
事
を
し
て
下
さ
い
。

【
工
事
は
必
ず
指
定
工
事
店
で
】

　

市
の
指
定
工
事
店
と
偽
り
、
下
水
道

利
用
（
予
定
）
区
域
内
で
、
宅
内
の
水

洗
化
工
事
（
浄
化
槽
か
ら
の
切
り
替
え

工
事
を
含
む
）
を
勧
誘
す
る
業
者
が
い

る
よ
う
で
す
。
市
で
は
一
定
の
水
準
を

有
す
る
技
術
者
が
専
属
し
、
市
長
が
指

定
を
し
た
工
事
店
で
な
い
と
水
洗
化
工

事
が
で
き
な
い
指
定
工
事
店
制
度
を
と

っ
て
い
ま
す
。
工
事
を
申
し
込
む
際
に

は
、
必
ず
指
定
工
事
店
か
ど
う
か
確
認

し
て
契
約
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
宅
地
内
排
水
設
備
の
清
掃
に
つ
い
て

ご
注
意
を
！
】

　

宅
地
内
排
水
設
備
（
汚
水
管
）
の
清

掃
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
市
に
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
ケ
ー
ス
は
、
清
掃
業
者
が
各

家
庭
を
訪
問
し
、
無
料
で
点
検
し
た

後
、
有
料
で
清
掃
を
迫
る
と
い
う
内
容

で
す
。

　

市
で
は
定
期
的
な
清
掃
を
各
家
庭
に

義
務
づ
け
て
い
ま
せ
ん
（
市
が
設
置
し

た
公
共
汚
水
ま
す
は
８
年
に
一
度
程

度
、
市
が
無
料
で
点
検
し
て
い
ま
す
）。

　

下
水
管
は
汚
水
（
汚
物
）
を
流
す
た

め
一
度
使
用
す
れ
ば
汚
れ
る
も
の
で
、

記

念

講

演

会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

４
月　

日
（
日
）
午
前　

時

１８

１１

〜
午
後
０
時　

分
３０

○
会
場　

同
公
園
「
森
の
家
」
２
階

○
内
容　

「
多
摩
・
武
蔵
野
の
土
地
の

生
い
立
ち
」

○
講
師　

共
愛
学
園
女
子
短
期
大
学
名

誉
教
授
・
羽
鳥
謙
三
氏

か
し
の
木
山
自
然
公
園

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

ひ
な
た
村

【
親
子
陶
芸
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
・
中

学
生
と
そ
の
親
で
２
日
間
参
加
で
き
る

方
（
子
ど
も
だ
け
の
参
加
も
可
）

○
日
時
・
内
容　

５
月
９
日
（
日
）
午

前　

時
〜
午
後
３
時
＝
形
成
、　

日

１０

２３

（
日
）
午
前　

時
〜
正
午
＝
絵
付
け

１０

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
定
員　
　

人
（
初
参
加
者
優
先
の
う

３０

え
抽
選
）

○
費
用　

子
ど
も
３
０
０
円
、
大
人

７
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
家
族

１
枚
）
に
住
所
・
参
加
者
全
員
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
学
年
・
電
話
番
号
・

市
外
在
住
の
方
は
学
校
名
を
明
記
し
、

４
月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
ひ
な

２０

た
村
（
〒　

－

０
０
３
２
、
本
町
田
２

１９４

８
６
３
、
11
７
２
２
・
５
７
３
６
）

へ
。受

講
生
追
加
募
集

【
人
間
関
係
学
】

　

人
間
関
係
の
多
様
性
を
様
々
な
場
面

で
見
つ
め
、
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
き

方
と
人
と
の
関
係
の
つ
く
り
方
を
探
り

ま
す
。

○
会
場　

森
野
分
庁
舎

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

６０

【
町
田
の
環
境
・
参
加
体
験
講
座
】

　

地
域
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
や
、
環

境
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
実
際
に
体
験

し
ま
す
。

○
会
場　

森
野
分
庁
舎
ほ
か

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

◇

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

全
回
出
席
で
き
る
方

○
費
用　

各
２
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

電
話
で
ま
ち
だ
市
民
大

学
（
11
７
２
９
・
１
１
９
５
）
へ
。

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

 
男  
鹿 
の 
於  
仁  
丸  
〜
愛
・
光
る
・
劇
・
空
・
間
〜

お 

が 

お 

に 

ま
る

ジ
カ
ル
を
お
届
け
し
ま
す
。

７
月　

日
（
土
）

１０

午
後
２
時　

分
開
演

３０

４
５
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
い

た
だ
け
ま
す
。

【
４
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

１３

３０

予
約
受
付
開
始
】

※
入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民

ホ
ー
ル（
11
７
２
８
・
４
３
０
０
）へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で
す
。

　

豊
か
な
才
能
を
秘
め
た
若
き
バ
レ
リ

ー
ナ
を
数
多
く
発
見
・
発
掘
し
、
世
界

へ
の
飛
翔
を
目
指
し
ま
す
。

第
４
回 
ま
ち
だ
全
国
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル

若
い
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
を
育
て
る

　

１
９
６
０
年
代
か
ら　

年
代
に
か
け

７０

て
大
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
４
人
組

ス
ー
パ
ー
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
。

　

前
半
は
音
楽
＆
ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ

た
お
芝
居
、
後
半
は
お
な
じ
み
の
ヒ
ッ

ト
曲
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
！

　

お
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
、
感
動
あ

り
、
元
気
の
出
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

７
月　

日
（
日
）

２５

昼
の
部　

午
後
２
時　

分
開
演

３０

夜
の
部　

午
後
６
時
開
演

Ｓ
席
６
３
０
０
円

Ａ
席
５
２
５
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

【
４
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

１６

３０

フ
ォ
ー
リ
ー
ブ
ス

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
２
０
０
４

予
約
受
付
開
始
】

※
入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民

ホ
ー
ル（
11
７
２
８
・
４
３
０
０
）へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で
す
。

　

町
田
市
民
ホ
ー
ル
の
休
館
日
が
次
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
・
３
月
曜
日
（
祝
日
に
あ
た
る

場
合
は
翌
日
）
、
年
末
年
始
（　

月　
１２

２８

日
〜
１
月
４
日
）

※
設
備
保
守
の
た
め
臨
時
休
館
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
本
紙
４
月
１
日
号
５
面
掲
載
の
「
町

田
市
民
ホ
ー
ル
事
業
」
中
、
「
休
館
日

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌

日
）
」
は
、
「
休
館
日　

第
１
・
３
月

曜
日
（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）
」

の
誤
り
で
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
広
報
広
聴
課
（
11
７

２
４
・
２
１
０
１
）
へ
。

【
施
設
利
用
料
金
改
定
】

　

４
月
１
日
か
ら
左
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。

休館日の変更
・施設利用
料金の改定
の ご 案 内

町田市民ホール

□問 町田市民ホール
11７２８・４３００　

　

�
男
鹿
半
島
の
潮
騒
�
の
中
で
生
ま

れ
た
鬼
伝
説
が
「
永
遠
の
愛
の
物
語
」

と
な
っ
て
、
今
、
よ
み
が
え
る
！

　

勇
気
と
人
間
信
頼
に
溢
れ
た
ミ
ュ
ー

汚
れ
て
い
る
か
ら
と
、
急
い
で
清
掃
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

管
が
詰
ま
っ
て
い
る
か
い
な
い
か
は

公
共
汚
水
ま
す
（
道
路
と
宅
地
の
境
界

付
近
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
）
を
開

け
、
ト
イ
レ
や
流
し
の
水
を
流
し
て
見

れ
ば
比
較
的
簡
単
に
確
認
で
き
ま
す
。

　

万
が
一
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

や
、
流
れ
が
悪
く
な
っ
た
場
合
は
、
町

田
市
管
工
事
協
同
組
合
（
11
７
２
２
・

２
５
８
３
）
、
お
近
く
の
町
田
市
排
水

設
備
指
定
工
事
店
、
ま
た
は
町
田
市
下

水
道
部
業
務
課
（
11
７
２
０
・
１
８
３

３
）
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

か
し
の
木
山
自
然
公
園
「
森
の
家
」

11
７
２
４
・
１
６
６
０

「町田の環境・参加体験講座」プログラム
内　　　容日　　　時

オリエンテーション・自己紹介４月２４日（土）１８：００～２０：３０
真光寺川開戸親水付近の環境調査５月９日（日）１０：００～１２：００
バスツアー（町田の環境を考えるポイント巡り）５月１６日（日）８：３０～１６：３０
「ポイ捨てパトロール」への参加５月２２日（土）１０：００～１２：００
緑地管理作業の体験５月３０日（日）１０：００～１２：００
鶴見川関山橋付近の景観観察と水辺作業６月１２日（土）１０：００～１２：００
ボランティアトーク－どうして活動をしているの？－６月１９日（土）１８：００～２０：３０
町田市内の農業・援農体験６月２７日（日）１０：００～１２：００
共働学舎の見学７月３日（土）１０：００～１３：００
多摩清掃工場・リサイクル文化センターの見学７月１０日（土）１０：００～１５：３０
最終回（学習のまとめ）７月２４日（土）１８：００～２０：３０

「人　 間　 関　 係　 学」プログラム
講師・助言者内　　　容日　時
市民大学事務局オリエンテーション４月２３日（金）

１８：３０～２０：４５ 東京大学教授
汐見稔幸氏

現代社会と人間関係
　－温かく柔らかい関係性を求めて－

弁護士
坪井節子氏

子どもの心の傷と人間関係
　－いじめ・少年犯罪／児童虐待－

５月７日（金）
１８：３０～２０：３０

『あかね色の空をみたよ』
　ビデオ鑑賞とディスカッション

５月１４日（金）
１８：３０～２１：００

不登校の子どものため
の居場所コスモ主宰
佐藤洋作氏

若者の現状と未来
　－不登校・ひきこもりを

めぐって－
５月２１日（金）
１８：３０～２０：３０

弁護士
中野麻美氏

変化する労働現場
　－働くことと人間関係－

５月２８日（金）
１８：３０～２０：３０

津田塾・一橋大学講師
村瀬幸浩氏

性の多様性
　－その人らしく生きる－

６月４日（金）
１８：３０～２０：３０

国士舘大学助教授
五島京子氏

現代の結婚事情
　－非婚・結婚－

６月１１日（金）
１８：３０～２０：３０

神奈川大学講師
星野澄子氏テーマごとの話し合い６月１８日（金）

１８：３０～２１：００
ノンフィクション作家
沖藤典子氏

さまざまな「家族」
　－主として高齢期の生き方を中心に－

６月２５日（金）
１８：３０～２０：３０

横浜・寿識字学校主宰
大沢敏郎氏

識字学校から
　人間関係を問い直す

７月２日（金）
１８：３０～２０：３０

地域グループ
「たぬき山」／ＮＰＯ
法人「湧和」

町田でゆたかな
　人間関係をつくる

７月９日（金）
１８：３０～２０：３０

フリーライター
青木悦氏

本当の人間関係とは？
　－話し合いとまとめ－

７月１６日（金）
１８：３０～２１：００

ホール（舞台・客席）定員８５３人
全　日夜　間午　後午　前
９：００～２２：００１７：３０～２２：００１３：００～１６：３０９：００～１２：００
６７，０００円３８，０００円２４，０００円１４，０００円月～金曜日
８４，０００円４２，０００円３２，０００円１８，０００円土・日曜日、祝日

会　　　議　　　室
全　日夜　間午　後午　前
９：００～２２：００１７：３０～２２：００１３：００～１７：００９：００～１２：００

１１，０００円４，５００円４，０００円３，５００円第１～第３
（定員３０人～３６人）

２２，０００円９，０００円８，０００円７，０００円第４（定員９０人）
５，５００円２，５００円２，０００円１，５００円第５（定員１２人）

ギャラリー

９：００～２２：００
５，０００円第１ギャラリー
８，０００円第２ギャラリー

ホール・ギャラリー入場料加算率
加算率入場料

入場料加算なし２，０００円以下
 ５０％増２，００１円～３，０００円
 ７０％増３，００１円～５，０００円
１００％増５，００１円以上

利用時間の延長・繰上げ
６０分以内３０分以内
４０％増３０％増

施設利用取り消し

８５％還付利用日の属する
月の１１か月前

７５％還付利用日の属する
月の７か月前

５０％還付利用当日の３０日前
還付なし利用当日の３０日未満

※表掲載以外に別途、附属設備利用料がかかります。詳しくはお問い合わせ下さい。

ホール（ロビー）
全　日夜　間午　後午　前
９：００～２２：００１７：３０～２２：００１３：００～１６：３０９：００～１２：００
１５，０００円５，０００円５，０００円５，０００円

練　　習　　室
全　日夜　間午　後午　前
９：００～２２：００１７：３０～２２：００１３：００～１６：３０９：００～１２：００
６，０００円２，０００円２，０００円２，０００円

施 設 利 用 料 金 改 定 表

（
税
込
、
全
席
指
定
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
い

た
だ
け
ま
す
。

【
４
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

１４

３０

予
約
受
付
開
始
】

※
入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民

ホ
ー
ル（
11
７
２
８
・
４
３
０
０
）へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

４
月　

日
（
金
）
シ
ニ
ア
・
高

２３

校
生
の
部　

正
午
開
演

４
月　

日
（
土
）
中
学
生
の
部

２４

午
前
９
時　

分
開
演

３０

４
月　

日
（
日
）
小
学
生
の
部

２５

午
前　

時
開
演

１０

入
場
無
料　
　
　
（
全
席
自
由
）

※
席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

ビューティーこくぶ

綾小路きみまろ



２００４．４．１１ （７）

　

申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１

枚
）
に
教
室
名
・
希
望
コ
ー
ス
・
住
所

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
性
別

・
電
話
番
号
・
市
外
在
住
の
方
は
勤
務

先
ま
た
は
学
校
名
と
そ
の
所
在
地
を
明

記
し
、
４
月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）

１８

に
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
初
参
加
者
優

先
の
う
え
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
初
心
者
ネ
オ
テ
ニ
ス
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で

　

歳
以
上
の
未
経
験
者

１８○
日
時　

５
月　

日
〜
７
月　

日
の
毎

１３

１５

週
木
曜
日
（
全　

回
）
午
後
１
時　

分

１０

１５

〜
２
時　

分
４５

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
定
員　
　

人
４０

○
費
用　

２
４
０
０
円

【
初
心
者
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で

　

歳
以
上
の
未
経
験
者

１８○
日
時　

５
月　

日
〜
７
月　

日
の
毎

１９

２１

週
水
曜
日
（
全　

回
）
午
後
１
時　

分

１０

１５

〜
２
時　

分
４５

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
定
員　
　

人
４０

○
費
用　

２
４
０
０
円

【
初
心
者
太
極
拳
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１８○
日
時　

５
月　

日
〜
７
月　

日
の
毎

１４

１６

週
金
曜
日
（
全　

回
）
午
前　

時
〜　

１０

１０

１１

時　

分
３０

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
定
員　
　

人
５０

○
費
用　

２
４
０
０
円

【
小
・
中
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
】 ス

ポ
ー
ツ
教
室

●
町
田
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
の
お
知

ら
せ

　

申
し
込
み
は
同
協
会
（
〒　

－

０
０

１９４

１
３
、
原
町
田
４－

　

－

６
、
せ
り
が

２４

や
会
館
内
、
11
７
２
８
・
９
０
６
７
）

へ
。

【
食
事
サ
ー
ビ
ス
試
食
の
ご
案
内
】

　

夕
食
サ
ー
ビ
ス
を
試
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
笑
顔
と
一
緒
に
食
卓
へ
お
届
け
し

ま
す
／
対
象
＝
市
内
在
住
の　

歳
以
上

６５

の
方
／
期
日
＝
４
月　

日
〜　

日
の
間

１９

２４

で
１
日
／
１
日
５
世
帯
限
定
／
申
し
込

み
＝
４
月　

日
〜　

日
の
午
前
８
時　

１１

１６

３０

分
〜
午
後
５
時
に
電
話
で
同
協
会
へ
。

【
ヘ
ル
パ
ー
研
修
２
級
課
程
】

　

対
象
＝
市
内
在
住
で
全
回
参
加
で

き
、
修
了
後
同
協
会
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
登
録
し
、
活
動
す
る
意
思
の

あ
る
方
／
期
日
＝
６
月
７
・
９
・　

・
１１

　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

１４

１６

１８

２０

２２

２４

２６

３０

日
、
７
月
２
・
３
・
５
・
６
・
７
・
９

日
（
ほ
か
に
７
月　

日
〜
８
月　

日
で

１２

３１

５
日
間
の
実
習
あ
り
）、修
了
式
＝
９
月

１
日
／
時
間
＝
お
お
む
ね
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
／
会
場
＝
せ
り
が
や
会
館
ほ

か
／
定
員
＝　

人
（
抽
選
）
／
費
用
＝

２５

５
万
５
０
０
０
円
／
申
し
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
「
ヘ
ル
パ
ー
研
修
参
加
希

望
」
と
書
き
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電

話
番
号
・
受
講
動
機（
１
５
０
字
程
度
）

を
明
記
し
、
返
信
用
に
も
あ
て
先
を
書

い
て
、
４
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
同

２１

協
会
へ
。
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま

す
。

●
町
田
商
工
会
議
所
の
お
知
ら
せ

　

問
い
合
わ
せ
は
同
会
議
所
（
11
７
２

２
・
５
９
５
７
）
へ
。

【
日
本
語
文
書
処
理
技
能
２
級
検
定
】

　

期
日
＝
５
月　

日
／
会
場
＝
Ｄ
Ａ
Ｉ

１５

－

Ｘ
町
田
校
／
費
用
＝
８
１
６
０
円
／

申
し
込
み
＝
４
月　

日
〜　

日
に
直
接

１３

１５

同
会
議
所
へ
。

【
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
級
・

３
級
検
定
】

　

期
日
＝
６
月　

日
／
会
場
＝
町
田
駅

２０

周
辺
の
専
門
学
校
／
費
用
＝
２
級
７
１

４
０
円
、
３
級
５
１
０
０
円
／
申
込
期

間
＝
４
月　

日
〜
５
月　

日
／
申
し
込

１３

１４

み
＝
所
定
の
申
込
書
（
同
会
議
所
及
び

市
内
指
定
書
店
に
あ
り
ま
す
）
を
ご
覧

下
さ
い
。

【
や
さ
し
い
英
会
話
講
座
】

　

日
時
＝
５
月　

日
〜
７
月　

日
の
毎

１１

１３

週
火
曜
日
午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

／
会
場
＝
同
会
議
所
／
講
師
＝
桜
美
林

大
学
講
師
・
ア
イ
ゼ
ィ
ア
・
チ
ェ
イ
ス

氏
／
費
用
＝
２
万
１
０
０
０
円
＋
テ
キ

ス
ト
代
２
７
０
０
円
／
申
し
込
み
＝
電

話
で
同
会
議
所
へ
。

【
初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー

タ
講
習
会
】

　

日
時
＝
５
月　

日
〜
９
月　

日
の
毎

１４

２４

週
金
曜
日
午
後
６
時　

分
〜
９
時
／
会

３０

場
＝
ぽ
っ
ぽ
町
田
／
費
用
＝
一
般
４
万

２
０
０
０
円
、
学
生
３
万
７
８
０
０
円

／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同
会
議
所
へ
。

【
デ
ジ
カ
メ
入
門
講
座
】

　

対
象
＝
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
お
持
ち

の
初
心
者
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

が
で
き
る
方
／
時
間
＝
合
計
６
時
間
／

日
程
・
費
用
等
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

【
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座
】

　

日
時
＝
４
月　

日
〜　

日
、　

日
〜

１９

２１

２６

　

日
の
午
後
７
時
〜
９
時
／
費
用
等
詳

２８細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
／
ほ
か
に

も
各
種
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
予
定
で

す
。

●
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
榛
名
坂
調
理
ス
タ
ッ
フ

募
集

　

資
格
＝　

歳
く
ら
い
ま
で
の
方
（
給

５５

食
等
経
験
者
歓
迎
）
／
勤
務
日
時
＝
月

〜
土
曜
日
で
２
〜
３
日
、
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
／
勤
務
場
所
＝
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
榛
名
坂
（
金
井
）
／
給
与
＝
時
給
８

０
０
円
／
□問
 

明
る
い
老
後
を
考
え
る
会

11
７
３
７
・
７
１
３
１
、
町
田
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
11
７
２
５
・
４
４

６
５

●
つ
る
か
わ
学
園
職
員
募
集

　

知
的
障
が
い
者
の
福
祉
施
設
（
入

所
）
で
す
／
資
格
＝　

歳
ま
で
の
週
３

５０

日
程
度
勤
務
で
き
る
方
／
勤
務
内
容
＝

洗
濯
、
掃
除
等
／
給
与
等
詳
細
は
同
園

（
11
７
３
５
・
２
２
２
０
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

●
「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」
を
差
し
上

げ
ま
す

　

対
象
＝
重
度
の
身
体
障
が
い
者
（
１

〜
２
級
）
ま
た
は
重
度
の
知
的
障
が
い

者
（
Ａ
ま
た
は
１
〜
２
度
）
で
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
お
持
ち

の
方
（
１
人　

枚
）
／
申
し
込
み
＝
５

２０

月　

日
ま
で
に
お
近
く
の
郵
便
局
に
手

３１
帳
を
お
持
ち
に
な
り
、
申
込
用
紙
に
記

入
し
て
下
さ
い
／
代
理
ま
た
は
郵
便
申

込
も
可
（
郵
便
申
込
の
場
合
は
、
住
所

・
氏
名
・
手
帳
の
種
類
・
手
帳
番
号
・

級
別
ま
た
は
程
度
を
記
入
）
／
□問
 

町
田

郵
便
局
11
７
２
２
・
２
２
５
１

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
４

〜
６
年
生
及
び
中
学
生

○
日
時　

５
月　

日
〜
２
０
０
５
年
３

２２

月　

日
の
土
曜
日
（
全　

回
）
午
前
９

２６

２８

時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
定
員　

小
学
生　

人
、
中
学
生　

人

３０

３０

○
費
用　

２
０
０
０
円

障
が
い
児
ス
ポ
ー
ツ
教
室

指

導

者

募

集

卓

球

大

会

第　

回
町
田
市
家
庭
婦
人
交
流

４１
○
資
格　

満　

歳
以
上
で
福
祉
に
理
解

２０

と
情
熱
の
あ
る
方

○
指
導
日
時　

土
曜
日
午
後

○
場
所　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
業
務　

教
室
参
加
者
へ
の
指
導
及
び

介
助

○
人
員　

６
人
（
選
考
）

○
謝
礼　

１
回
３
０
０
０
円

○
応
募　

４
月　

日
ま
で
に
電
話
で
ス

１７

ポ
ー
ツ
課
へ
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
講
習
会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１６○
日
時　

４
月　

日
（
土
）
正
午
〜
午

２４

後
３
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
基
本
と
Ｑ

＆
Ａ
（
自
由
練
習
も
で
き
ま
す
）

○
費
用　

２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

女
子
ダ
ブ
ル
ス

卓

球

大

会

町
田
市
近
郊

○
日
時　

６
月
９
日
（
水
）
午
前
９
時

か
ら
受
付

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
試
合
方
法　

予
選
リ
ー
グ
後
ラ
ン
ク

別
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

○
資
格　

市
内
在
住
（
市
外
在
住
の
方

シ
ニ
ア
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
支
援
講
座
な

ど
全　

コ
ー
ス
／
期
日
＝
土
曜
日
（
全

１９

５
回
〜　

回
）
／
申
込
期
限
＝
４
月　

１０

２０

日
／
□問
 

同
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
11

７
９
７
・
６
９
４
７

●
法
政
大
学
多
摩
外
国
語
専
修
講
座

（
２
０
０
４
年
度
前
期
）
・
英
会
話

　

コ
ー
ス
＝
①
初
級
②
中
級
③
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｆ
Ｌ
／
期
日
＝
５
月
７
日
〜
７
月　

日
１９

で
週
２
回
（
全　

回
）
、
①
水
・
金
曜

２０

日
②
月
・
金
曜
日
③
水
・
金
曜
日
／
時

間
＝
①
②
午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分

１０

４０

③
午
後
４
時　

分
〜
６
時　

分
／
会
場

５０

２０

＝
同
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
／
定
員
＝

各
コ
ー
ス　

人
（
申
し
込
み
順
）
／
費

２０

用
＝
一
般
社
会
人
２
万
８
０
０
０
円
、

同
大
学
学
生
２
万
２
０
０
０
円
／
申
込

期
限
＝
４
月　

日
／
□問
 

同
大
学
11
７
８

２８

３
・
２
１
２
０

●
法
政
大
学
「
多
摩
の
歴
史
・
文
化
・

自
然
環
境
」
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
歴
史
的
環
境
を
活
か
し
た
地
域
づ
く

り
ー
そ
の
手
法
と
実
践
ー
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
／
日
時

＝
４
月　

日
午
後
２
時
〜
５
時
／
会
場

１７

＝
同
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
／
内
容
＝

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
／
□問
 

同
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
11

７
８
３
・
２
１
１
１

●
玉
川
大
学
公
開
講
座

　

問
い
合
わ
せ
は
同
大
学
継
続
学
習
セ

ン
タ
ー
（
11
７
３
９
・
８
８
９
５
）
へ

／
講
座
名
＝
能
面
を
打
つ
、
ボ
タ
ニ
カ

ル
ア
ー
ト
入
門
、
近
世
の
茶
の
湯
、
紅

茶
を
楽
し
む
、
指
揮
法
入
門
、
実
践
伴

奏
法
講
座
基
礎
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
入
門
、
納
得
の
写
真
を
撮

る
に
は
、
宗
家
に
学
ぶ
煎
茶
、
初
め
て

の
手
話
、
翻
訳
者
養
成
講
座
・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
分
野
基
礎
編
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
入
門
、
初
め
て
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
定
（
★
★
）
試
験

対
策
講
座
、
水
泳
を
楽
し
む
、
エ
ア
ロ

ビ
ッ
ク
を
楽
し
む
、
み
ん
な
で
走
り
ま

し
ょ
う
、
学
級
づ
く
り
と
教
師
の
表
現

術
講
座
、
玉
川
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
ほ
か

●
桜
美
林
大
学
公
開
講
座（
教
養
・
文
化
）

　

講
座
名
＝
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
、女
性
の
た
め
の
年
金
講
座
、

第３５回 町田市青少年の日スポーツ大会
□問 体育協会事務局（小学生バレーボールのみスポーツ課）11７２４・３４４０

あなたも参加しませんか

申　し　込　み費用資格・部別・会場期　日種　目

所定の申込用紙に必
要事項を記入し、４
月２３日午後５時まで
に体育協会事務局へ。

1人
５００円
（当日
徴収）

市内在住、在学の小学４年生～１８歳未
満の方／ダブルス①小学生の部②中学
生男子の部③中学生女子の部④高校生
男子の部⑤高校生女子の部／会場＝成
瀬クリーンセンターテニスコート

５月２日
（予備日
５月９日）
午前９時
から

ソ フ ト
テ ニ ス
大 会

所定の申込用紙に必
要事項を記入し、４
月２０日午後５時まで
に体育協会事務局へ。

無料

市内在住、在学の小・中学生、高校
生／個人戦＝１部小学生男子、２部
小学生女子、３部中学生以下の女子、
４部高校生以下の女子、団体戦＝５
部中学生以下の男子・５シングルス、
６部高校生以下の男子・４シングル
ス１ダブルス／会場＝総合体育館

５月２日
午前９時
３０分から

卓球大会

ハガキにチーム名・
責任者の住所・氏名・
電話番号を明記し、
４月２０日午後５時ま
でに体育協会事務局
へ。

無料

中学２年生以下で構成された市内の
チーム、市の協会に所属しているチ
ーム及び協会に出場手続きを完了し
ているチーム／会場＝上の原少年サ
ッカー場

５月１日、
２日

（予備日３日）
午前８時
３０分から

サッカー
大 会

所定の申込用紙に必
要事項を記入し、５
月１７日午後５時まで
に体育協会事務局へ。

1人
５００円
（当日
徴収）

市内在住、在勤、在学の方及び市内
道場在籍者で１８歳未満の方／①小・
中学生学年別②女子：中学生・高校
生一般の別③男子：高校生・一般で
無段・有段別（主として高点試合）／
会場＝総合体育館

５月３０日
午前９時
から

柔道大会

所定の申込用紙に必要事
項を記入し、４月１６日ま
でにスポーツ課へ。

無料市内在住、在学の小学生で編成され
たチーム／会場＝総合体育館

４月２４日
午前８時
５０分から

小 学 生
バレーボ
ール大会
※詳細は大会要項・申込用紙（総合体育館にあります）をご覧下さい。
※バドミントンは４月１日号に掲載しています。

は
市
内
の
同
ク
ラ
ブ
に
５
年
以
上
在

籍
）
の
家
庭
婦
人
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー

ム○
日
時　

５
月　

日
（
水
）
午
前
９
時

１９

か
ら

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
種
目　

団
体
戦
（
４
〜
６
人
）

○
形
式　

２
複
１
単
・
Ａ
〜
Ｅ
ラ
ン
ク

別
・
リ
ー
グ
戦
１
位
の
み
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト

○
費
用　

１
チ
ー
ム
２
５
０
０
円

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
（
総

合
体
育
館
・
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に
あ

り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
４

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
郵
送
で
ス
ポ

１９
ー
ツ
課
へ
。

空
手
道
オ
ー
プ
ン

選

手

権

大

会

○
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方
、
町
田
市
空
手
道
連
盟
会
員
及
び
協

力
団
体
会
員

○
日
時　

６
月　

日
（
日
）
午
前
９
時

１３

か
ら

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
種
目　

形
競
技
の
部
＝
小
学
生
・
中

学
生
男
子
・
女
子
の
各
部
、
高
校
生
男

子
の
部
、
一
般
男
子
・
女
子
の
各
部
、

シ
ニ
ア
混
合
の
部
／
組
手
競
技
の
部
＝

小
学
生
男
子
・
女
子
・
中
学
生
男
子
・

女
子
の
各
部
、
高
校
生
男
子
の
部
、
一

般
女
子
の
部
、
一
般
男
子
有
級
・
有
段

の
各
部
、
シ
ニ
ア
男
子
の
部
（
シ
ニ
ア

は
い
ず
れ
も　

歳
以
上
）
。

４０

○
費
用　

２
０
０
０
円

※
参
加
者
は
保
護
具
を
着
用
し
、
健
康

保
険
証
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

○
申
し
込
み　

大
会
要
項
（
総
合
体
育

館
に
あ
り
ま
す
）
を
ご
覧
の
う
え
、
４

月　

日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

２３
□問
 

体
育
協
会
事
務
局

○
費
用　

１
組
２
０
０
０
円
（
市
連
盟

登
録
者
の
ペ
ア
は
１
６
０
０
円
）

※
ゼ
ッ
ケ
ン
着
用
の
こ
と
。

○
申
し
込
み　

大
会
要
項
（
総
合
体
育

館
に
あ
り
ま
す
）
を
ご
覧
の
う
え
、
４

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
申
し
込
ん
で

２９
下
さ
い
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局



（８） ２００４．４．１１

　

町
田
ぼ
た
ん
園
に
は
、
１
９
８
種

類
、
１
２
０
０
株
の
ぼ
た
ん
が
植
栽
さ

れ
て
い
ま
す
。
赤
や
ピ
ン
ク
、
紫
、

白
、
黄
色
の
豪
華
な
花
が
、
ま
も
な
く

咲
き
始
め
ま
す
。

　

有
料
開
園
期
間
中
は
、
ぼ
た
ん
の
苗

木
や
地
場
産
の
新
鮮
野
菜
の
他
お
に
ぎ

り
、
焼
き
そ
ば
等
の
販
売
も
し
て
い
ま

す
。

○
開
園
期
間　

４
月　

日
（
木
）
〜
５

１５

月
５
日
（
祝
）

○
開
園
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

４
時

○
入
園
料　

一
般
＝
５
０
０
円
、
中
学

・
高
校
生
＝
２
０
０
円
、
小
学
生
以
下

＝
無
料

○
交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場
か
ら
本
町
田
経

２１

由
「
野
津
田
車
庫
」
ま
た
は
「
鶴
川

駅
」
行
き
バ
ス
で
「
薬
師
ヶ
丘
」
下

車
、
徒
歩
７
分

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
休
日
は
大
変

混
雑
し
ま
す
。
な
る
べ
く
バ
ス
を
ご
利

用
下
さ
い
。

※
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
の
入
園
は
で
き
ま

せ
ん
。

□問
 

町
田
ぼ
た
ん
園
11
７
３
６
・
４
４
７

７

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　

△

内科系　多摩丘陵病院
　　　　　　　　　　　　（11０４２・７９７・１５１１）
　

△
外科系　つくし野外科胃腸科

　　　　　　　　　　　　（11０４２・７９５・５８２１）
　　　　　　おか脳神経外科
　　　　　　　　　　　　（11０４２・７９８・７３３７）
★休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
　（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
　前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　

△

小阪内科クリニック○内 ○小 
　　　　　　　　　　　（金森１７９３－１１　11７９９・３９３３）
　

△

渥美医院○内 ○小 　　（中町３－６－１３　11７２２・２１８５）
　

△

しあわせ野医院○内 
　　　　　　　　　（成瀬台２－４０－１　11７３９・０４７７）
　

△

上井医院○小 ○内 　　（鶴川３－１２－２６　11７３５・３９５７）
　

△

ちょう内科医院○内 
　　　　　　　　　　（本町田２９３８－１　11７２９・５３４１）

４／　

１１
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“中町・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
　　　　（下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　２時　　：笹子第二児童公園
　３時１０分：金井関山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

１２
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町谷原病院　（小川１５２３　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１０時２０分：小山白山公園
　１０時３０分：境川団地市場前、高ケ坂団地
　２時　　：総合体育館駐車場入口、つくし野セン
　　　　　　トラルパーク、小山田会館
　３時１０分：天神原公園、つくし野藤児童公園、谷
　　　　　　戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時
　～４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話
　で予約＝11０４２６・４２・１６７７）
○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４
　時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）
○心の悩みごと相談（１０時～３時　社会福祉協議会　電話
　相談も受け付け＝11７２２・４２６５）
○労働相談（９時３０分～４時３０分　八王子労政事務所出張
　相談　中町第二庁舎２階　電話相談可＝11７２６・１３９４
　〈月～金〉）

１３
火

☆国際版画美術館市民展示室（～１８日　華琴
　教室　杜志恵展　○問 大塚11７２５・８５６２
　／～１８日　第１４回日象城南支部展　○問 八田
　11７９６・４９６８）
☆市民ホールギャラリー（～１８日　工房一楽
　作陶展（陶芸作品展） ○問 工房一楽11７２５・
　９５８７）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“図師・桜台線”“バスセンター・境川公社
　住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田市民病院
　　　　　（旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１０時３０分：成瀬熊ヶ谷戸公園、町田荘
　２時　　：下三輪妙福寺、三輪第一住宅前、小山
　　　　　　市民センター横
　３時１０分：鶴川イトーピア、田端広場
　３時２０分：鶴川区画整理事務所前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
　（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
　２１０２）１４

水

☆市民ホールギャラリー（～１８日　ベアーズ
　ポーキルト展　○問 キルト教室ベアーズポー
　11７２７・１９１９）
○京王閣競輪開催（～１６日　○問 東京都十一市
　競輪事業組合11０４２４・８９・１３１１）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“高ケ坂・成瀬線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　つくし野外科胃腸科
　　　（つくし野３－４－８　11０４２・７９５・５８２１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　２時　　：野津田袋公園、都営町田中里橋アパー
　　　　　　ト内公園
　２時３０分：諏訪神社
　３時１０分：小野路公会堂、かしのみ公園
　３時３０分：大戸のびっこクラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉
　（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
　２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
　康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
　談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け＝11
　７２５・５４１９）
○なんでも健康・栄養・歯磨き相談（９時１５分～１０時３０分
　１時１５分～３時　健康福祉会館　○問 健康課 11７２５・
　５１７８）

１５
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“玉川学園・本町田線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院　
　　　　　（中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１０時３０分：木曽観音堂、藤和すずかけ台ハイタウ
　　　　　　ン、マイライフ尾根道
　２時　　：小川せんげん公園、町田リス園駐車
　　　　　　場、宝泉寺駐車場
　３時１０分：南成瀬中央公園、薬師ヶ丘住宅、小山
　　　　　　小前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
　分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）
○心配ごと相談（１０時～３時　せりがや会館　電話相談も
　受け付け＝11７２９・５０７０）１６

金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“薬師台・木倉・緑山線”“藤の台・木曽
　線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町谷原病院　（小川１５２３　11０４２・７９５・１６６８）１７

土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“中町・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　

△

内科系　町田病院　　（11０４２・７８９・０５０２）
　

△

外科系　あけぼの病院
　　　　　　　　　　　　（11０４２・７２８・１１１１）
　　　　　　町谷原病院　（11０４２・７９５・１６６８）
★休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
　（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
　前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　

△

田中医院○内 　　　　（金森１０９７－１　11７８８・２５８１）
　

△

原町田医院○内 　（原町田６－２８－１５　11７２２・２４３４）
　

△

宮本医院○内 ○小 　　（本町田３４５０－１６　11７２２・５００１）
　

△

やもりこどもクリニック○小 
　　　　　　　　　（真光寺２－３７－１１　11７３７・３６７５）
　

△

黒沢クリニック○内 
　　　　　　　　（上小山田町４４３－１０　11７９７・６６００）

１８
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“図師・桜台線”“バスセンター・境川公社
　住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
　　　　（下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　３時１０分：朝日公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

１９
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町谷原病院　（小川１５２３　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１０時３０分：藤の台バスターミナル横、東玉川学園
　　　　　　１丁目児童公園
　２時　　：成瀬台公園、柄沢公園
　３時１０分：美岳公園、成瀬会館、矢部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（１
　時３０分～４時　 市民相談室　 電話予約制＝ 11７２４・
　２１０２）
○心の悩みごと相談（１３日を参照して下さい。）
○痴ほう性老人相談（１時３０分～３時３０分　町田市福祉サ
　ービス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）
○労働相談（９時３０分～４時３０分　八王子労政事務所出張
　相談　中町第二庁舎２階　電話相談可＝11７２６・１３９４
　〈月～金〉）

２０
火

☆国際版画美術館市民展示室（～２５日　第
　二回四季彩展　 ○問 茂垣 11０９０・３１０４・
　４５９２／～２５日　レ・ポアン絵画展　○問 
　金指11０４６７・７８・８０４０）
☆市民ホールギャラリー（～２５日　米寿記念
　個展（水彩画） ○問 谷島11７９２・１９９１／
　～２５日　二人の写真展　○問 鈴木・栗山11 
　０９０・３５９４・７５１７）
○江戸川競艇開催（～２３日　○問 東京都六市競
　艇事業組合11０３・３６５６・０６４１）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“玉川学園・本町田線”“藤の台・木曽線”

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分の予約を受け付けます。�

当番医や催しを電話でご案内�

テレホンガイド町田市�テレホンガイド町田市�テレホンガイド町田市�
0120・042786��

フリーダイヤル�
７：００ＡＭ～１１：００ＰＭ�
年中 無 休 �

ＮＴＴのオペレーターがお答えします�

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市準夜急患こどもクリニック�

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�

月・火・木・金曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 □男女平等推進センター1７２３・２９０８�問� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�
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町田市フォトサロンから臨時休館のお知らせ�

４月１９日（月）～２３日（金）まで�
展示替のため臨時休館します�
□町田市フォトサロン 1736・8281問�
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救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�
【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町谷原病院　　　　　７９５・１６６８�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�

電話によ
る教育相談

月～金�９：００～４：３０�
1723・7003=教育センター�


